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　「３．11夢あかりー陸前高田の慰霊
と復興ー」（陸前高田ふるさと復興
応援隊主催）は３月 11日、栃ヶ沢
公園で開かれました。会場は、東日
本大震災の犠牲者への慰霊の祈りと、
未来への希望が込めれらた温かなと
もしびに包まれました。

医
者
だ
け
で
は
医
療
は
成
り
立
た

な
い
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ

目
線
で
、
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
た
い
︱
。

　

４
月
1
日
付
け
で
広
田
診
療
所
の
所

長
に
就
任
し
た
岩
井
直
路
さ
ん
は
こ
れ

か
ら
の
思
い
を
語
っ
た
。

　

岩
井
さ
ん
は
昭
和
57
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
呼
吸
器
外
科
医
と

し
て
千
葉
県
内
を
中
心
に
活
動
。
緩
和

ケ
ア
や
在
宅
ケ
ア
に
造
詣
が
深
く
、
平

成
21
年
に
東
松
戸
病
院
の
院
長
と
な
っ

て
か
ら
は
、
介
護
予
防
に
も
力
を
入
れ
、

全
国
に
先
駆
け
て
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
健
診
を
取
り
入
れ
て
き
た
。

「
病
気
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
ど
う
す

れ
ば
病
気
に
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
予

防
医
療
の
考
え
が
大
切
と
話
す
。

　

被
災
地
を
支
援
し
た
い
気
持
ち
や
地

域
に
密
着
し
た
医
療
に
携
わ
り
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
岩
井
さ
ん
。
こ
の

診
療
所
を
紹
介
し
て
く
れ
た
下し

も
お
き沖
医
師

や
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
歓
迎
し
て
く
れ
た

広
田
の
住
民
な
ど
「
さ
ま
ざ
ま
な
め
ぐ

り
合
わ
せ
で
陸
前
高
田
の
地
に
く
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
」
と
感
じ
て
い
る
。

　

目
の
前
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
好

き
と
話
す
岩
井
さ
ん
は
「
新
し
い
医
療

体
制
の
構
築
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

の
活
動
」
な
ど
や
り
た
い
こ
と
は
膨
ら

ん
で
い
る
が
、
ま
ず
は
「
早
く
気
仙
語

を
覚
え
て
、
気
仙
語
で
皆
さ
ん
と
お
話

し
し
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

︱
岩
井
医
師
の
診
療
は
４
月
４
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

◉ Profi le
　昭和30年東京都杉並区生
まれ。同57年３月に千葉大
学医学部を卒業。専門は呼
吸器外科。平成21年からは
松戸市立福祉医療センター
東松戸病院の院長を務めた。
血液型Ａ型のしし座。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

医
師
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

岩井直路ん
さ

４月から広田診療所所長に就任
地域に密着した医療活動へ意欲

いわい・なおみち　₆₂歳　

―東日本大震災から７年―

♳　東日本大震災から丸７年を迎えた追
悼式には家族や関係者など約千人が参列
しました♴　追悼のことばを述べた髙橋
勇樹さん♵　参列者は亡き家族や知人を
思い描きながら、献花台に花を供えて冥
福を祈りました

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
に
発
生
し
、
市
に
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

丸
７
年
︱
。

「
陸
前
高
田
市
東
日
本
大
震
災
追
悼

式
」
は
３
月
11
日
、
市
総
合
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
遺
族
や
関
係
者

な
ど
約
千
人
が
参
列
し
犠
牲
者
の
御

霊
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
地
震
発
生
時
刻
の
午
後

２
時
46
分
に
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
。

戸
羽
太
市
長
は
「
街
並
み
や
な
り
わ

い
の
再
生
だ
け
で
は
復
興
は
達
成
さ

れ
な
い
。﹃
心
の
復
興
﹄
こ
そ
が
真

の
復
興
。
誰
も
が
生
き
生
き
と
笑
顔

で
過
ご
せ
る
﹃
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
﹄
を
進
め
て
い
く
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
追
悼
の
こ
と
ば

を
述
べ
た
髙た

か
は
し橋
勇ゆ

う
き樹
さ
ん（
40
）＝
米

崎
町
＝
は
、
亡
く
な
っ
た
両
親
に
語

り
か
け
る
よ
う
、
再
建
し
た
家
業
の

こ
と
や
家
族
の
近
況
を
報
告
。
そ
の

う
え
で
「
こ
の
ま
ち
に
は
、
た
く
さ

ん
の
仲
間
が
い
る
。
そ
の
仲
間
と
一

緒
に
手
を
取
り
合
い
、
一
歩
ず
つ
歩

い
て
い
く
。
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
震
災
の
教
訓
を
伝
承
し
て
い
く
。

陸
前
高
田
を
命
を
つ
な
ぐ
ま
ち
と
し

て
、
世
界
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
ま

ち
に
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し

た
。

　

参
列
者
は
、
犠
牲
と
な
っ
た
家
族

や
知
人
を
思
い
描
き
な
が
ら
献
花
台

に
花
を
供
え
、
一
日
も
早
い
古
里
の

復
興
を
誓
い
ま
し
た
。

御霊に祈り捧げ　誓う古里の復興
♳

♴

♵

3 2
広報りくぜんたかた 広報りくぜんたかた

Takata

COVER STORY_ 今回の表紙

3 2
広報りくぜんたかた 広報りくぜんたかた

広報りくぜんたかた



特集　START  ー 平成30年度 ー

平成30年度
施政方針基

本
施
策

震
災
復
興
計
画
の
総
括

　

30
年
度
は
、
８
年
間
を
計
画
期

間
と
し
た
「
陸
前
高
田
市
震
災
復

興
計
画
」
の
最
終
年
度
と
な
り
、

完
成
が
見
込
ま
れ
る
気
仙
小
学
校

や
今
泉
保
育
所
、
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
の
着
実
な
事
業
推
進
を

図
り
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
復
興
事

業
の
取
り
組
み
に
対
し
、
完
了
し

た
復
興
事
業
の
効
果
検
証
を
行
い

ま
す
。

　

継
続
し
て
実
施
す
る
事
業
は
、

国
、
県
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
強
化
し
、
課
題
解
決
、

事
業
進
捗
の
加
速
化
に
努
め
、
震

災
復
興
計
画
の
総
括
に
取
り
組
み

ま
す
。

新
た
な
総
合
計
画
の
策
定

　

震
災
復
興
計
画
が
30
年
度
で
終

了
と
な
り
、
震
災
復
興
計
画
を
引

き
継
ぐ
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
総
合
的
な
計
画
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
31
年
度
か

ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

「
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
笑
顔
で
過
ご

せ
る
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
盛
り
込
ん
だ
、

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

　

30
年
度
は
、
引
き
続
き
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し

た
店
舗
整
備
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配

慮
し
た
店
舗
の
認
証
で
は
、
店
舗

の
設
計
の
段
階
か
ら
、
知
見
を
有

す
る
方
々
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
誰
に
も

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
・
店
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
促

進
、
機
運
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
ア
ン
プ
テ
ィ
サ
ッ
カ
ー
や

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
活
躍
し

て
い
る
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー
ト
と

の
交
流
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど

の
就
労
の
場
創
出
に
向
け
て
、
誰

も
が
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

ク
レ
セ
ン
ト
シ
テ
ィ
市

と
国
際
姉
妹
都
市
提
携

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
流
失

し
た
県
立
高
田
高
等
学
校
の
実
習

船
「
か
も
め
」
が
ク
レ
セ
ン
ト
シ

テ
ィ
市
に
漂
着
し
た
こ
と
が「
縁
」

と
な
り
、
デ
ル
ノ
ー
テ
高
校
と
県

立
高
田
高
等
学
校
の
相
互
交
流
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
陸
前
高
田
市
の
船
出
に

は
、
震
災
に
よ
り
生
ま
れ
た
こ
の

「
縁
」
と
い
う
も
の
を
大
切
に
し
、

30
年
度
に
は
、
ク
レ
セ
ン
ト
シ

テ
ィ
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
締
結

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
ク

レ
セ
ン
ト
シ
テ
ィ
市
と
手
を
携
え

な
が
ら
友
好
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

震
災
復
興
計
画
の
最
終
年
度

未
来
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

震
災
復
興
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
施
策

❶
災
害
に
強
い
安
全
な　
　

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　

▼
海
岸
保
全
施
設　
高
田
地
区
海

岸
防
潮
堤
お
よ
び
気
仙
川
河
口
水

門
の
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

▼
災
害
に
強
い
道
づ
く
り　
国
道

45
号
と
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
と
の
交

差
点
と
高
田
地
区
の
高
台
の
拠
点

エ
リ
ア
を
浸
水
区
域
外
の
ル
ー
ト

で
結
ぶ
（
仮
称
）
高
田
・
米
崎
間

道
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

▼
地
域
防
災
対
策　
防
災
行
政
無

線
の
放
送
内
容
の
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
や
電
話
対
応
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
周
知
、
防
災
資
機
材
な
ど
の

整
備
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
洪
水
被
害
へ
の
対
応　
台
風
に

伴
う
洪
水
な
ど
の
被
害
を
最
小
化

す
る
た
め
、
関
係
機
関
の
と
る
べ

き
行
動
を
時
系
列
で
整
理
し
た
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
松
阪
市
と
の
災
害
時
協
定　
三

重
県
松
阪
市
と
「
災
害
時
の
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

災
害
時
の
迅
速
か
つ
的
確
な
支
援

活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
消
防
の
救
援
・
救
護
体
制　
迅

速
な
消
防
救
急
体
制
を
充
実
さ
せ

ま
す
。
消
防
職
員
、
消
防
団
員
の

教
育
訓
練
を
図
り
、
多
様
化
す
る

災
害
に
対
し
安
全
確
保
を
第
一
と

す
る
消
防
活
動
に
努
め
ま
す
。

❷
快
適
で
魅
力
の
あ
る　
　

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　

▼
市
街
地
の
整
備　
か
さ
上
げ
地

に
コ
ン
パ
ク
ト
な
新
市
街
地
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
を

受
け
継
ぐ
街
道
の
復
元
や
景
観
に

配
慮
し
た
市
街
地
を
構
築
し
ま
す
。

▼
市
道
な
ど
の
整
備　
高
台
移
転

事
業
に
併
せ
た
関
連
道
路
の
整
備

と
、
防
災
道
路
網
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
橋
の
整
備　
姉
歯
橋
と
誂
石
橋

の
復
旧
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

（
仮
称
）今
泉
大
橋
、
気
仙
大
橋
の

一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

▼
公
共
交
通　
中
心
市
街
地
の
陸

前
高
田
駅
舎
の
建
設
に
併
せ
、
Ｊ

Ｒ
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
「
陸
前
高
田

駅
」
を
移
設
す
る
と
と
も
に
、
現

在
の
陸
前
高
田
駅
は
「
栃
个
沢
公

園
駅
」
と
し
て
継
続
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
台
に
整
備
さ
れ
る
県

立
高
田
病
院
と
中
心
市
街
地
を
結

ぶ
循
環
バ
ス
路
線
を
新
た
に
設
置

す
る
と
と
も
に
、
復
興
段
階
に
応

じ
た
柔
軟
な
運
行
を
実
施
し
、
利

用
し
や
す
い
公
共
交
通
環
境
の
構

築
を
図
り
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備　
高
田

松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
内
に
復

旧
す
る
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
新
庁
舎
の
整
備　
実
施
設
計
に

着
手
し
、
32
年
度
内
の
完
成
を
目

指
し
、
事
務
事
業
を
進
め
ま
す
。

❸
市
民
の
暮
ら
し
が　
　

安
定
し
た
ま
ち
づ
く
り

▼
一
般
住
宅　
給
水
工
事
や
道
路

整
備
工
事
な
ど
に
対
す
る
助
成
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

▼
水
道
事
業　
横
田
地
区
の
拡
張

工
事
を
継
続
し
、
30
年
度
の
一
部

供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

▼
下
水
道
事
業　
北
幹
線
、
市
道

鳴
石
線
の
道
路
整
備
に
併
せ
て
、

汚
水
・
雨
水
管か

ん
き
ょ渠
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

▼
子
育
て
支
援　
今
泉
保
育
所
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し
た
複
合
的

な
施
設
の
高
台
へ
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
出
生
や

小
中
学
校
入
学
時
に
、
保
護
者
に

対
し
新
生
児
用
品
や
学
用
品
が
購

入
で
き
る
商
品
券
を
配
布
し
ま
す
。

▼
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　
隣

接
す
る
県
立
高
田
病
院
と
連
携
し
、

高
齢
化
に
対
応
し
た
医
療
・
介
護

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
30
年
度
内

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

▼
医
療
費
助
成　
助
成
対
象
を
中

学
生
ま
で
引
き
続
き
拡
大
す
る
ほ

か
、
未
就
学
児
童
と
妊
産
婦
を
対

象
に
現
物
給
付
を
継
続
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税　
低
所
得
世

帯
に
対
し
一
部
負
担
金
免
除
措
置

を
継
続
し
ま
す
。

▼
母
子
保
健　
定
期
的
な
健
診
と

各
種
教
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
在
宅
医
療
・
介
護　
「
未
来
か

な
え
ネ
ッ
ト
」
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
強
固

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

▼
生
活
支
援　
移
動
困
難
者
に
タ

ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る

「
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
」

を
継
続
し
ま
す
。

▼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム　
住

民
が
地
域
の
課
題
や
資
源
な
ど
を

共
有
す
る
た
め
、「
地
域
支
え
合
い

協
議
体
」
づ
く
り
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

▼
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
支
援

　

状
況
や
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
自

立
支
援
給
付
な
ど
に
よ
り
、
適
切

な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

▼
被
災
者
の
見
守
り
・
交
流
推
進

　

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
や
高
台

移
転
な
ど
に
よ
り
、
生
活
環
境
が

変
わ
る
人
の
見
守
り
や
地
域
と
の

交
流
事
業
に
取
り
組
み
、
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
生
き
が

い
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

▼
被
災
者
支
援　
住
宅
再
建
の
各

種
補
助
金
や
、
相
談
会
を
開
催
し

な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
（
３
月
定
例
会
）
は
、
２
月
₂1
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
開
か
れ
、
初

日
に
戸
羽
太
市
長
が
施
政
方
針
演
述
を
述
べ
ま
し
た
。「
復
興
後
の
新
し
い
ま
ち
の
姿
が
見
え
始
め
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
、
に
ぎ
わ
い
も
生
ま
れ
て
き
た
。
震
災
復
興
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
30
年
度
は
、
計

画
期
間
の
終
了
後
を
見
据
え
、
一
つ
で
も
多
く
の
復
興
事
業
の
完
成
を
目
指
し
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
く
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
（
施

政
方
針
演
述
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

保健福祉総合センターの完成イメージ図
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❹
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
た
か
た
の
ゆ
め　
栽
培
体
系
と

市
場
評
価
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
、
生
産
者
の
所
得
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、「
た
か
た
の

ゆ
め
」
を
通
し
た
陸
前
高
田
フ
ァ

ン
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
一
層

推
進
し
ま
す
。

▼
農
業
を
通
し
た
地
域
づ
く
り　

「
北
限
の
ゆ
ず
」
を
は
じ
め
、
本

市
振
興
作
物
な
ど
の
農
産
物
ブ
ラ

ン
ド
化
や
６
次
産
業
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

▼
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ　
市
場
、
食

文
化
形
成
や
苗
木
育
成
に
係
る
各

種
実
証
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▼
道
の
駅「
高
田
松
原
」　
国
、
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
31
年
夏

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
整
備
を
進

め
ま
す
。

▼
林
業
振
興　
気
仙
ス
ギ
を
は
じ

め
と
す
る
良
質
な
用
材
の
生
産
、

地
域
木
材
を
利
用
し
た
住
宅
・
店

舗
の
新
築
や
増
改
築
に
対
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

▼
林
業
の
担
い
手
対
策　
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
増
員
し
、
定
着
人

口
の
増
加
を
目
指
し
、
自
伐
型
林

業
に
よ
る
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
定
住
促
進
に

つ
な
げ
る
た
め
、
農
業
と
林
業
が

持
つ
複
合
的
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
仕
事
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
漁
港
整
備　
漁
港
の
長
期
利
用

を
見
据
え
た
機
能
保
全
計
画
を
策

定
し
、
漁
業
者
の
利
便
性
と
効
率

性
の
向
上
の
た
め
の
基
盤
整
備
を

進
め
ま
す
。

▼
漁
業
者
の
生
産
活
動
の
向
上　

漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業
な

ど
を
活
用
し
、
漁
具
置
場
整
備
や

漁
具
倉
庫
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
広
田
湾
産
ブ
ラ
ン
ド　
情
報
発

信
と
普
及
定
着
を
図
る
た
め
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
の
物
産
販
売
や
販

路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

▼
エ
ゾ
イ
シ
カ
ゲ
貝　
陸
前
高
田

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
の
特

産
海
産
物
と
し
て
「
陸
前
高
田
・

広
田
湾
」
の
産
地
名
称
を
国
内
外

に
広
く
情
報
発
信
し
ま
す
。

▼
商
工
業
の
再
建　
新
た
な
市
街

地
へ
商
店
や
事
業
所
の
早
期
再
建

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
、
県
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
補
助
金
や
、
中
小
企

業
被
災
資
産
復
旧
事
業
費
補
助
金

な
ど
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
テ

ナ
ン
ト
事
業
者
本
設
店
舗
建
設
支

援
事
業
や
「
店
舗
等
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
事
業
」
を
継
続

し
、
早
期
の
商
店
街
再
生
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▼
起
業
家
の
育
成　
起
業
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
や
起
業
者
へ

の
補
助
金
交
付
制
度
の
創
設
な
ど
、

創
業
希
望
者
の
発
掘
、
育
成
を
支

援
し
ま
す
。

▼
観
光
振
興　
防
災
教
育
や
農
林

水
産
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
た

教
育
旅
行
、
企
業
研
修
の
誘
致
、

民
泊
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
全

線
開
通
を
見
据
え
、
外
国
人
を
含

め
た
旅
行
者
の
受
け
入
れ
体
制
の

強
化
を
進
め
ま
す
。

▼
交
流
人
口
の
拡
大　
名
古
屋
市

や
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
、
東
北
楽

天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
を
は

じ
め
、
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
自

治
体
や
団
体
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
図
り
ま
す
。

▼
海
水
浴
場　
広
田
海
水
浴
場
を

再
開
し
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
と
合
わ
せ
た
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
奇
跡
の
一
本
松　
（
仮
称
）一
本

松
記
念
館
は
、
市
全
体
の
交
流
人

口
の
拡
大
・
賑
わ
い
の
創
出
に
貢

献
す
る
空
間
と
な
る
施
設
と
し
て
、

基
本
設
計
な
ど
に
着
手
し
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税　
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
人
の
就
労
支
援
を
通

じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
と
、
新
た

な
特
産
品
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

み
な
が
ら
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

▼
陸
前
高
田
思
民
制
度　
本
市
に

関
心
と
愛
着
を
持
ち
続
け
て
い
る

人
な
ど
を
対
象
に
思
民
制
度
の
周

知
や
加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

▼
移
住
定
住
支
援　
空
き
家
情
報

を
含
む
移
住
定
住
に
関
す
る
情
報

発
信
の
強
化
や
移
住
視
察
ツ
ア
ー

な
ど
を
実
施
し
、
移
住
定
住
の
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー　
市

民
や
民
間
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

❺
環
境
に
や
さ
し
い　
　
　

 

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー　
太
陽

光
発
電
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

の
一
般
家
庭
へ
の
導
入
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
気
仙
小
学
校
や
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光

発
電
と
蓄
電
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

❻
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備

　
気
仙
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
設
計
業
務
に
着
手
し
、
早

期
の
完
成
に
努
め
ま
す
。

▼
自
治
会
館　
新
た
な
住
宅
地
で

の
自
治
会
設
立
支
援
の
ほ
か
、
津

波
で
流
失
し
た
施
設
の
新
築
再
建
、

防
災
や
避
難
所
に
対
応
し
た
改
修

な
ど
の
施
設
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

行
財
政
運
営

▼
市
職
員　
職
員
一
人
一
人
が
常

に
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
情
報
の

共
有
化
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

特集　START  ー 平成30年度 ー

　

郷
土
で
学
び
夢
を
拓
く
、　　
　
　
　

　
　
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り

　

市
教
育
委
員
会
は
、
東
日
本
大

震
災
発
災
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、

子
ど
も
た
ち
の
「
心
の
ケ
ア
」
を

最
重
点
と
し
、
学
校
施
設
の
復
旧

や
学
習
環
境
の
整
備
、
社
会
教
育

施
設
の
復
旧
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
体
育
交
流
施
設

が
完
成
す
る
と
と
も
に
、
高
田
、

気
仙
の
両
小
学
校
の
建
設
に
着
手

す
る
な
ど
、
教
育
環
境
の
復
興
が

着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
大
綱
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
郷
土
で
学
び
夢
を
拓
く
、心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
の
も

と
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
両

面
か
ら
教
育
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

❶「
生
き
る
力
」を
育
む　
　

 

学
校
教
育
の
推
進　
　
　

▼
確
か
な
学
力
の
育
成　
仲
間
と

と
も
に
心
を
磨
き
、
健
や
か
な
身

体
の
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
授

業
の
質
を
高
め
、
地
域
の
教
育
資

源
や
外
部
人
材
の
活
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
を
し

て
い
き
ま
す
。

▼
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育　
将
来
に
向
け
た
人
づ

く
り
の
観
点
か
ら
、
生
徒
指
導
や

道
徳
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
一

層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
課
題

解
決
の
た
め
の
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
の
育
成
や
学
ぼ
う
と
す
る

意
欲
の
醸
成
な
ど
、
主
体
的
な
学

び
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
「
生
き

る
力
」
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

▼
新
し
い
教
育
課
題
へ
の
対
応　

授
業
の
質
の
転
換
や
小
学
校
に
お

け
る
外
国
語
活
動
の
拡
大
、
道
徳

の
教
科
化
な
ど
の
対
応
の
た
め
、

教
育
研
修
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、

「
民
の
力
」も
積
極
的
に
活
用
し
各

学
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

▼
防
災
教
育　
命
を
守
る
教
育
を

大
切
に
し
、
各
学
校
に
お
け
る
防

災
教
育
を
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。

▼
一
人
一
人
に
配
慮
し
た
学
校
教

育　
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
っ
た

日
常
指
導
や
校
内
で
の
相
談
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
丁
寧
な
心

の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

❷
人
生
を
豊
か
に
す
る　
　

 

生
涯
学
習
、
魅
力
あ
る　

 

社
会
教
育
の
推
進　
　
　

▼
生
き
が
い
を
育
む
社
会
教
育　

「
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
」の
開
催
や

市
の
広
報
紙
な
ど
に
よ
る
情
報
発

信
を
行
い
、
生
涯
学
習
の
普
及
奨

励
に
努
め
ま
す
。

▼
学
習
活
動
の
支
援　
地
区
公
民

館
と
連
携
し
た
世
代
に
応
じ
た
学

習
の
場
の
提
供
や
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
教
育
支
援
の
実

施
な
ど
、
地
域
と
学
校
が
連
携
、

協
働
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
図
書
館　
移
動
図
書
館
車
の
再

開
に
よ
り
、
市
民
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
よ
う
本
に
親
し
む
機
会
の

増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
震
災
関

連
図
書
や
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
関
連
図
書
の
充
実
に
も
努
め
て

い
き
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進　
４
月
に
開

館
す
る
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
と
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
施
設

と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の

健
康
増
進
と
交
流
人
口
の
増
加
に

努
め
ま
す
。

❸
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に　

向
け
た
教
育
環
境
の
整
備

▼（
仮
称
）市
民
文
化
会
館　
市
民

の
芸
術
文
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

さ
ら
に
は
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
た
め
、
建
築
工
事

に
着
手
し
、
31
年
度
の
完
成
に
向

け
、
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
博
物
館　
自
然
・
歴
史
・
文
化

な
ど
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
な
ど
で
、

全
国
、
全
世
界
の
皆
様
か
ら
の
支

援
に
よ
り
修
復
し
た
貴
重
な
資
料

の
再
発
信
を
目
指
し
、
展
示
設
計

と
建
築
設
計
を
進
め
ま
す
。

▼
学
校
整
備　
気
仙
小
学
校
は
、

３
学
期
か
ら
の
授
業
開
始
に
向
け
、

施
工
監
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
移
転
新
築
す
る
高
田
小
学

校
は
、
設
計
に
基
づ
く
建
設
工
事

を
発
注
し
、
31
年
度
の
２
学
期
か

ら
の
授
業
開
始
に
向
け
、
施
工
監

理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❹
多
様
で
個
性
あ
る　
　
　

 

文
化
の
創
造　
　
　
　
　

▼
芸
術
文
化　
多
く
の
市
民
が
広

く
芸
術
文
化
に
触
れ
、
自
ら
参
加

し
発
表
す
る
機
会
と
し
て
市
民
芸

術
祭
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各

種
芸
術
団
体
の
自
主
的
な
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

▼
文
化
財
の
保
存
と
活
用　
町
ご

と
の
文
化
財
基
礎
調
査
の
継
続
、

市
内
の
化
石
産
地
の
保
護
と
活
用

を
目
的
と
し
た
調
査
の
実
施
、
国

指
定
史
跡
中
沢
浜
貝
塚
歴
史
防
災

公
園
の
活
用
や
県
指
定
文
化
財
吉

田
家
住
宅
の
復
元
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

教育行政
方針

特産海産物のエゾイシカゲガイ県社会科教育研究会の様子

図書館の内観 返礼品の梱包作業の様子

7 6
広報りくぜんたかた 広報りくぜんたかた
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1,293 億 6,000 万円

1,195 億 2,000 万円

689 億 5,700 万円
767億4,800万円

895 億 4,700 万円

1,359 億 8,249 万円

1,267 億 1,303 万円

762 億 3,609 万円
838 億 6,807 万円

960 億 1,085 万円

1,293 億 6,000 万円

1,195 億 2,000 万円

689 億 5,700 万円
767億4,800万円

895 億 4,700 万円

1,359 億 8,249 万円

1,267 億 1,303 万円

762 億 3,609 万円
838 億 6,807 万円

960 億 1,085 万円

特集　START  ー 平成30年度 ー

一般会計総額は
₈₉₅億₄︐₇00万円
―  前年度比₁₆．₇％増  ―

歳出
895億 4,700 万円

教育費　44 億 4,133 万円　5.0%

災害復旧費

131 億 8,961 万円

14.7%

総務費

245 億 1,883 万円

27.4%

土木費

372 億 8,747 万円

41.6%

議会費・商工費・消防費ほか

17 億 80 万円　2.0%

公債費　13 億 7,698 万円　1.5%
衛生費　14 億 1,972 万円　1.6%
農林水産業費　9億 8,865 万円　2.2%
民生費　36 億 2,361 万円　4.0%

議会費・商工費・消防費ほか

17 億 80 万円　2.0%

公債費　13 億 7,698 万円　1.5%
衛生費　14 億 1,972 万円　1.6%
農林水産業費　9億 8,865 万円　2.2%
民生費　36 億 2,361 万円　4.0%

教育費　44 億 4,133 万円　5.0%

災害復旧費

131 億 8,961 万円

14.7%

総務費

245 億 1,883 万円

27.4%

土木費

372 億 8,747 万円

41.6%

　30年度の市の予算は市議会第
１回定例会の最終日（３月13日）
に可決されました。一般会計の
予算額は、前年度比127億9︐900
万円（16．7％）増の895億4︐700万
円、６つの特別会計を合わせた
総 額 で は 960 億 1︐085 万 円 と
なりました。厳しい財政状況が
続く中、限られた財源を最大限
に活用し、復旧・復興事業を最
優先に進めるとともに、「まち・
ひと・しごと総合戦略」に基づ
き、交流人口の拡大や子育て支
援などの事業を推進します。
◆問い合わせ先…市役所財政課
財政係（内線162）
※金額は１万円未満を四捨五入

平成30年度

予算

平成30年度各会計の予算額

会　計　名 予算額⎝前年度当初比⎠

一般会計 895億4，700万円（＋ 1₆．7％）

■特別会計

下水道事業 ₈億₄，₇₄₇万円⎝＋1₄．₉％⎠ 

農業集落排水事業 　  ₆︐₂₆₄万円⎝－₆．3％⎠  

漁業集落排水事業 1億1，110万円⎝－₂₈．₉％⎠ 

国民
健康
保険

事業勘定 ₂₄億₅，₇0₂万円⎝－1₆．₆％⎠ 

診療施設勘定 1億₇，03₆万円⎝－₂₉．0％⎠ 

後期高齢者医療 ₂億₂，₅0₆万円⎝＋3．₇％⎠  

介護
保険

保険事業勘定 ₂₅億₈，₂₆0万円⎝－₅．₉％⎠  

介護サービス
事業勘定 ₇₆0万円⎝－₂₉．₈％⎠ 

　

歳
入
の
内
訳
は
円
グ
ラ
フ
１

の
と
お
り
で
す
。
最
も
多
い
の

は
繰
入
金
や
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
の
３
５

６
億
７
７
５
２
万
円
（
39
・
９
％
）。市
税
は

前
年
度
比
０
・
７
％
増
の
17
億
１
４
４
５
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
は
３
７
３

億
９
１
９
７
万
円（
41
・
８
％
）で
、
前
年
度

40
億
１
６
２
７
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
依
存
財
源
は
５
２
１
億
５
５
０
３
万

円（
58
・
２
％
）と
前
年
度
比
で
１
６
８
億
１

５
２
７
万
円
増
加
。
内
訳
は
、
国
庫
支
出
金

が
約
１
９
４
億
円
の
増
加
、
地
方
交
付
税
が

約
18
億
円
減
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
前
年
度
比
22
・
８
％
減
の
17
億

７
０
６
６
万
円
。
30
年
度
末
の
残
高
は
１
３

１
億
９
６
２
４
万
円
と
な
り
、
市
民
一
人
当

た
り
の
残
高
は
68
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

歳
入

　

歳
出
の
内
訳
を
目
的
別
に
見

た
の
が
上
の
円
グ
ラ
フ
２
で
す
。

土
木
費
が
３
７
２
億
８
７
４
７
万
円
で
最
も

多
く
全
体
の
41
･
６
％
。
次
い
で
、
総
務
費

が
27
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
復
興
を
進
め

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
予
算
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
。
震
災
復
興
計
画
に
基
づ
く

重
点
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
】　
消
防

団
拠
点
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
＝
２
億
３
１

４
８
万
円

【
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
】　
高
田

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
費
＝
１
９
１
億
３

０
３
８
万
円
、
今
泉
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
費
＝
66
億
６
２
７
２
万
円

【
市
民
の
暮
ら
し
が
安
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
】

高
田
松
原
公
園
等
の
整
備
に
係
る
都
市
施
設

災
害
復
旧
事
業
費
＝
23
億
３
４
２
４
万
円
、

高
田
小
学
校
の
移
転
に
係
る
小
学
校
移
転
事

業
費
＝
21
億
９
９
８
２
万
円

【
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
】　
高
田
松
原

物
産
施
設
整
備
事
業
費
＝
５
億
５
６
３
４
万

円
、
仮
設
店
舗
等
整
備
事
業
費
＝
２
億
９
２

４
０
万
円

【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】　
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
導
入
促
進
事
業
費
＝
１
０
０
０

万
円

【
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
】　
小
泉
・
糠
塚

沢
公
民
館
の
改
修
に
係
る
自
治
会
館
等
整
備

事
業
費
＝
１
０
０
６
万
円

財政用語解説
▶特別会計　特定の収入で特定の事業を

行うために、一般会計とは区別して設
けられる会計

▶事業会計　地方公営企業法の適用を受
け、水道事業のように、事業収入で経
営を行うために設けられる会計

▶収益的収入・支出　単年度の経営で予
定される全ての収益と費用

▶資本的収入・支出　将来の経営活動に
備えて行う建設改良などの支出と、財
源となる収入

▶自主財源　市税や各使用料など、市が
自ら収入できる財源

▶市税　皆さんから納めていただく市民
税や固定資産税、軽自動車税など

▶繰入金　基金の取り崩しや、ある会計
から別の会計に繰り入れるお金

▶依存財源　国や県からの交付金や借入
金など

▶地方交付税　市の行政サービスが一定
の水準となるように財政状況に応じて
交付されるお金

▶市債　事業を行うために市が資金調達
するお金（＝市の借金）

▶災害復旧費　災害で被災した施設など
の機能を回復するために使うお金

▶公債費　市債を返済するために支払う
お金

歳
出

地方消費税交付金・地方譲与税など　

4億 2,340 万円　0.4%市債　17 億 7,066 万円　2.0%

県支出金　20 億 4,242 万円　2.3%

地方交付税

158 億 4,908 万円

17.7%

国庫支出金

320 億 6,947 万円

35.8%

使用料・手数料・

繰入金・繰越金・

財産収入・諸収入など

356 億 7,752 万円　

39.9%

市税　17 億 1,445 万円　1.9%

依存財源

58.2%

自主財源

41.8％

地方消費税交付金・地方譲与税など　

4億 2,340 万円　0.4%市債　17 億 7,066 万円　2.0%

県支出金　20 億 4,242 万円　2.3%

地方交付税

158 億 4,908 万円

17.7%

国庫支出金

320 億 6,947 万円

35.8%

使用料・手数料・

繰入金・繰越金・

財産収入・諸収入など

356 億 7,752 万円　

39.9%

市税　17 億 1,445 万円　1.9%

依存財源

58.2%

自主財源

41.8％

歳入
895億 4,700 万円

円グラフ１　歳入内訳

円グラフ２　歳出内訳（目的別）

当初予算の推移

■事業会計

水道事業

収益的収入  ₅億₉︐₈₂3万円

収益的支出  ₅億₇︐₄₂3万円

資本的収入  ₉億₇︐0₂₈万円

資本的支出 10億₆︐₇0₈万円

市民１人当たりに使われるお金（一般会計）
　458万9︐800円

総務費
1₂₅万6︐₇31円

民生費
1₈万₅︐₇31円

衛生費
₇万₂︐₇₆₉円

農林水産業費
10万1︐₉₂₉円

土木費
1₉1万1︐1₉₈円

教育費
₂₂万7,₆₄₄円

災害復旧費
₆₇万₆︐0₄₄円

公債費
₇万₅₇₈円

その他
₈万7,1₇₆円

市民１人当たりが負担するお金（市税）
7万₆︐951円

※２月₂₈日現在の人口（１万₉︐₅10人）で計算



特集　START  ー 平成30年度 ー

１号棟２階 【色字＝異動者（昇任含む）・新採用】

理事兼総務部長　須賀　佐重喜

財 政 課
総務部次長兼財政課長
　　　　　　村上　幸司
課長補佐兼管財係長
　　　　　　菅野　　優
管財係
　主　　事　遠野　正隆
　主　　事　佐々木　雄
　　　　　　（任期付）
　主　　事　小田　真美
　主　　事　熊谷　　聡
　　　　　　（任期付）
　主　　事　大和田　奈緒子
　　　　　　【新採用】
　主　　事　金野　一彦
　　　　　　   【新採用・任期付】
財政係
　係　　長　佐々木　伸哉
　係　　長　小泉　剛志
　主　　任　佐藤　慶至
　　　　　　（県から派遣）
　主　　事　中山　竜一
　主　　事　菅野　竜児
　主　　事　熊谷　春花

企画政策課
企画部長兼企画政策課長
　　　　　　佐藤　伯一
課長補佐兼政策推進係長
　　　　　　黒澤　裕昭
政策推進係
　政策推進主査　大林　孝典
　主　　任　上野　敏弘
　　　　　　（県から派遣）
　主　　事　高橋　純基
秘書係
　係　　長　古館　俊一
　主　　事　佐藤　麻衣

課長兼選挙管理委員会事務局長
　　　　　　伊藤　芳光
課長補佐兼行政係長兼選挙管
理委員会事務局長補佐
　　　　　　及川　晃一郎
行政係
　主　　事　志賀　祐太
　　　　　　（一関市から派遣）
　主　　事　蒲生　夏生
　主　　事　岩脇　史絵
　　　　　　【新採用】
職員係
　係　　長　熊谷　直樹
　主　　事　菅野　文博
　主　　事　田村　　結

総 務 課

１号棟１階
会 計 課
会計管理者兼会計課長
　　　　　岩崎　利行
課長補佐　渡邊　雅宏
主　　査　渡辺　美香（奥州市から派遣）
主　　査　佐藤　　彰
主  事  補　畠山　連穂

市 民 課
課長　　　　細谷　勇次
課長補佐兼国保係長
　　　　　　臼井　秀子
国保係
　主　　事　瀬脇　幸香（県から派遣）
　主　　事　高橋　絵里（任期付）
　主　　事　大和田　沙織
市民係
　係　　長　村上　利恵子
　主　　任　田中　浩二
　　　　　　（我孫子市から派遣）
　主　　事　岡澤　由美子（任期付）
　主　　事　村上　裕太
　主　　事　熊谷　麻衣
　主　　事　横山　千佐
　主  事  補　菅野　玲奈（任期付）
　主　　任　佐藤　好信 （短時間）
介護保険係
　係　　長　阿部　景子
　主　　事　菊田　育子（任期付）
　主　　事　山本　摩耶
　主　　事　吉田　　悠
　　　　　　（気仙広域連合へ派遣）
　主　　事　柴田　一枝【新採用・任期付】

課長　　　　髙橋　良明
課長補佐兼資産税係長
　　　　　　金濱　幹也
資産税係
　主　　査　今西　隆文（松阪市から派遣）
　主　　査　玉木　　進
　　　　　　（神奈川県から派遣）
　主　　査　小野寺　恵一
　　　　　　（一関市から派遣）
　主任主事　阿部　将人
　主　　事　菊地　光志（奥州市から派遣）
市民税係
　係　　長　菅野　雅彦
　主　　査　佐藤　俊之（一関市から派遣）
　主　　査　佐藤　正利（一関市から派遣）
　主　　事　山上　秀利（県から派遣）
　主　　事　大坂　和信（任期付）

税 務 課

収納係
　係　　長　戸羽　謙一
　主　　事　阿部　　聡（県から派遣）
　主　　事　沼田　修一（任期付）

２号棟１階
子ども子育て課
課長　　　　千葉　　達
課長補佐兼子育て支援係長
　　　　　　尾形　良一
子育て支援係
　主任栄養士　畠山　夕子
　主任主事　金野　　暢
　主　　事　小川　俊一（県から派遣）
　主　　事　菊地　良尚
子ども家庭係
　係　　長　千葉　祐子
　主　　任　村上　あゆみ
　主　　事　鈴木　広美（任期付）
　主　　事　上部　裕子【新採用・任期付】

保 健 課
民生部次長兼保健課長兼地域包括支援
センター所長
　　　　　　千葉　恭一
課長補佐兼保健係長兼地域包括支援セ
ンター所長補佐
　　　　　　吉田　志真
保健係
　主任保健師　菊池　　文（一関市から派遣）
　主　　事　赤穂　　満（県から派遣）
　主　　事　鈴木　礼子（任期付）
　主　　事　及川　真由美（任期付）
　保  健  師　蒲生　恵美
　保  健  師　蓑島　さやか（任期付）
　保  健  師　遠藤　綾子
　保  健  師　村上　有紗
　保  健  師　水野　愛美
　保  健  師　藤井　歩美（任期付）
　保  健  師　佐藤　沙希

民生部長兼地域福祉課長
　　　　　　菅野　利尚
主幹　　　　大和田　浩之
　　　　　　（岩手沿岸南部広域環境
　　　　　　  組合へ派遣）
課長補佐兼地域福祉係長兼社会福祉士
　　　　　　馬場　勝基
地域福祉係
　主　　査　遠藤　聖士（奥州市から派遣）
　主　　査　瀧川　勝彦（大和市から派遣）
　主　　事　加治佐　拓也
　　　　　　（武蔵野市から派遣）
障がい福祉係
　係　　長　中川　健司
　主　　事　久保　順平（一関市から派遣）
　主　　事　松野　美樹（任期付）
生活安全係
　係　　長　佐々木　真理
　副  主  幹　千葉　　徹（平泉町から派遣）
　主　　任　村上　正一

地域福祉課

包括支援係
　係　　長　武田　知子
　副  主  幹　佐藤　咲恵
　主　　任　佐々木　隆（八幡平市から派遣）
　主　　事　佐藤　　隆（任期付）
　主　　事　山下　彩香
　保  健  師　蒲生　紋子
　保  健  師　千葉　春香
　保  健  師　高橋　成美

２号棟２階

教育次長兼生涯学習課長兼図書館長兼総
合交流センター所長兼Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター所長
　　　　　　戸羽　良一
課長補佐兼生涯学習係長兼教育施設整備
室長補佐
　　　　　　小野寺　一典
生涯学習係
　副  主  幹　熊谷　　賢
　副  主  幹　佐々木　敦美
　主　　査　佐々木　英治
　主　　査　佐々木　賢也
　主　　任　黒澤　　弘（京都市から派遣）
　主　　任　平松　千波（県から派遣）
　主　　事　福原　紗綾香（県から派遣）
　主　　事　菅野　郁恵
　学  芸  員　佐藤　典邦（任期付）
　学  芸  員　増崎　勝仁（任期付）
　学  芸  員　曳地　隆元

生涯学習課 教育施設整備室
室　　長　中山　雅之
主　　任　福田　　香（県から派遣）
主任技師　後藤　修二
　　　　　（名古屋市から派遣）
主任主事　松井　陽佑
　　　　　（名古屋市から派遣）
技　　師　井上　保人（県から派遣）
主　　事　日山　真吾（県から派遣）
主　　事　菅原　由紀也

学校教育課
課長兼教育研究所長兼学校給食センター
所長　　　　熊谷　健司
　　　　　　（県教育委員会から派遣）
課長補佐兼管理係長
　　　　　　齋藤　　卓
管理係
　主任兼学校給食センター主任
　　　　　　佐々木　崇
　主　　事　前角地　邦幸　
学務係
　係　　長　鈴木　貴子
　主　　任　保原　良和（県から派遣）
　主任兼外国語指導助手（任期付）
　　　　　　エガー・ジャスティン・ロ
　　　　　　バート
　主　　事　村上　祐貴（県から派遣）

小中学校用務員
高田小学校主任用務員　村上　達也
気仙小学校主任用務員　村上　英也
広田小学校主任用務員　佐藤　浩之
小友小学校主任用務員　木川田　隆俊
米崎小学校主任用務員　小林　邦明

矢作小学校主任用務員　千田　あけみ
竹駒小学校主任用務員　村上　淳一
横田小学校主任用務員　佐々木　亮輔
高田第一中学校主任用務員　津田　忠
高田第一中学校主任用務員　菊池　静
高田東中学校主任用務員　細田　　覚
高田東中学校主任用務員　及川　克政

図 書 館
　主　　事　千葉　君隆（任期付）
　司　　書　元木　香代（任期付）　　
　司　　書　伊藤　晶子（任期付）
　主　　事　本多　暁子【新採用・任期付】
　主任自動車運転手　三浦　昭一

長部保育所
所　　長　佐々木　美恵子
主任保育士　佐々木　宏枝
主任保育士　山田　美加
主任保育士　伊藤　真知子
主任保育士　菅野　陽子
保  育  士　村上　望美（任期付）
主任調理員　村上　ちえ子

小友保育所
所　　長　藤井　貴美
主任保育士　菅野　香
主任保育士　村上　雪絵
主任保育士　大友　さおり
主任保育士　菅野　裕美子
主任保育士　白山　理奈
保  育  士　佐藤　泰子
保  育  士　佐藤　志帆 主任調理員　村上　由紀

広田診療所
所　長　岩井　直路
副主幹　熊谷　紅子
看護師　鈴木　菜央美
主　事　髙橋　拓也

二又診療所
所　長　石木　幹人
看護師　髙橋　恵美子（任期付）
看護師　藤原　奈美
主　事　菅野　絢子

高田保育所
所　　長　山本　郁夫
副  所  長　菅野　京子
主任保育士　熊谷　公子
主任保育士　吉田　和枝
主任保育士　熊谷　由加
主任保育士　中野　亜紀

主任保育士　佐々木　めぐみ
主任保育士　松田　純枝
保  育  士　吉田　　恵
保  育  士　佐々木恵里（任期付）
保  育  士　熊谷　千春
保  育  士　川島　瑞穂
保  育  士　佐藤　颯太
保  育  士　佐々木　遥（任期付）
主任調理員　佐藤　夕子

学校給食センター 主任栄養士　佐藤　絵里
　　栄養士　永山　智絵
　　主　事　細谷　怜史

部長級の昇任

監査委員
事務局長

大友真也（42）

民生部次長兼保健
課長兼地域包括支
援センター所長

千葉恭一（49）

復興局市街地整備
課主幹兼課長補佐
髙橋宏紀（43）

課長級の昇任

平成30年度
市職員

人事異動

＜教育研究所＞
　主 任 指 導 主 事　関戸　文則　
　指 導 主 事　菊池　貴彦　
　指 導 主 事　千葉　哲朗

博　物　館 主事　浅川　崇典

副主幹兼スポーツ推進係長兼総合交流
セ ン タ ー 所 長 補 佐 兼 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン
ター所長補佐　　　　　岡渕　貴悦

総合交流センター（夢アリーナ） 主任　阿磨　　宏
主事　伊藤　　敏（任期付）　
主事　谷地　祐太郎（盛岡市から派遣）
主事　佐藤　哲郎【新採用・任期付】
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３号棟２階
局長　佐藤　由也　　　　局長補佐　菅野　　洋　　　　主任　石川　聖恵　　　　書記　佐藤　直樹議会事務局

３号棟１階
監査委員事務局

局長　　大友　真也
書記　　新沼　　都

まちづくり戦略室
室　　長　熊谷　重昭
室長補佐　佐藤　勝也
主　　査　阿部　秀一
　　　　　（大和市から派遣）
主　　任　菅野　　隼
主任主事　小野　勝彦
主　　事　佐藤　秀則
　　　　　（任期付）
主　　事　田宮　一樹
主　　事　田村　美結

建設部長兼都市計画課長
　　　　　　阿部　　勝
課長補佐兼下水道係長
　　　　　　山口　　透
下水道係
　主任技師　新沼　和人
　主　　事　菅野　大樹
　主　　事　出沼　与夢
　　　　　　（県から派遣）
　主　　事　藤野　圭太
　　　　　　（一関市から派遣）
　技　　師　千田　顕彦
　　　　　　（再任用）
計画係
　係　　長　永山　　悟
　主　　任　若林　謙一郎
　　　　　　（県から派遣）
　主　　任　石井　格二
　　　　　　（県から派遣）
　主　　任　佐藤　恵子

　主任技師　鈴木　貴樹
　主　　事　田添　裕司
　　　　　　（県から派遣）
　主　　事　田畑　晶子
　　　　　　（任期付）
　主　　事　長崎　翔太
　　　　　　（県から派遣）
　主　　事　志田　一朗
　技　　師　今野　拓也
　技　　師　山﨑　仁巳
　　　　　　（県から派遣）

都市計画課

選挙管理委員会事務局
選挙係
係長　　熊谷　　卓

課長　　　　村上　知幸
課長補佐兼商工労働係長
　　　　　　村上　幸義
商工労働係
　主　　査　丸岡　正則
　　　　　　（鹿角市から派遣）
　主　　事　松田　秀樹
　　　　　　（任期付）
　主　　事　安達　悠治
　　　　　　（名古屋市から派遣）
観光交流係
　係　　長　畠山　拓也
　主　　任　水野　和人
　　　　　　（住田町から派遣）
　主　　事　吉田　ゆう子
　　　　　　（任期付）
　主　　事　北島　善太郎

商工観光課

藤　野　　　大
熊　谷　奈　美
船　田　千　尋
村　上　美　優
新　沼　美　紀
毛　利　俊　雄
戸　羽　逸　子

民生部地域福祉課主事（任期付）
高田保育所保育士（任期付）
高田保育所保育士（任期付）
小友保育所保育士（任期付）
会計課主事（任期付）
教委教育施設整備室主任（任期付）
小友保育所調理員（任期付）

【退職者】（３月31日付）
菊　池　満　夫
大和田　　　正
佐　藤　修　子　
後　藤　由香利
菅　崎　貴　栄
水　野　　　慎

企画理事（再任用）
農業委員会事務局長
長部保育所長
民生部市民課介護保険係長
復興局復興推進課事業推進係長
総務部税務課主任主事

企業支援係
　係　　長　望月　　孝
　主　　任　中山　雅彦
　　　　　　（奥州市から派遣）
　主　　事　松坂　典子
　　　　　　（任期付）

４号棟２階
水 産 課
課　　長　菅野　泰浩
課長補佐　小笠原　淳
主　　査　広瀬　宜則
　　　　　（神奈川県から派遣）
主　　査　穂坂　裕行
　　　　　（神奈川県から派遣）
主　　任　村上　智人
主任主事　金野　幸浩
技　　師　小野寺　渉
主　　事　齋藤　真希
　　　　　（県から派遣）
主　　事　三浦　　淳

復興局長兼市街地整備課長
　　　　　　熊谷　正文
主幹　　　　鈴木　明廣
　　　　　　（名古屋市から派遣）
主幹兼課長補佐
　　　　　　髙橋　宏紀
課長補佐兼区画整理係長　　　
　　　　　　青山　豊英
区画整理係（今泉地区）
　主　　任　東中　昌也
　　　　　　（茅ケ崎市から派遣）
　主　　任　遠藤　智嗣
　主任技師　岡安　秋弘
　　　　　　（名古屋市から派遣）
　主任技師　長野　貴治
　技　　師　澁谷　光男
　　　　　　（県から派遣）
　技　　師　松井　宏充
　　　　　　（名古屋市から派遣）
　主　　事　伊藤　正（任期付）
　主　　事　柿澤　良昭
　　　　　　（茅ケ崎市から派遣）

区画整理係（高田地区）
　係　　長　佐藤　　賢
　主　　査　福田　　稔
　　　　　　（神奈川県から派遣）
　主　　査　池田　博行
　　　　　　（神奈川県から派遣）
　主　　査　千葉　敏史
　　　　　　（県から派遣）
　主　　任　鵜澤　信太郎
　　　　　　（県から派遣）
　主任技師　渡辺　博幸
　　　　　　（名古屋市から派遣）
　技　　師　髙橋　祐一
　　　　　　（県から派遣）
　技　　師　奥薗　航祐
　　　　　　（福岡市から派遣）
　技　　師　飛内　昭人【新採用】
用地係
　副主幹兼用地係長
　　　　　　泉山　力男
　　　　　　（県から派遣）
　主　　査　松永　　恒
　　　　　　（神奈川県から派遣）
　主　　事　佐藤　嘉嗣（任期付）
　主　　事　佐藤　　綾

市街地整備課
農林水産部長兼農林課長
　　　　　　千葉　徳次
課長補佐兼たかたのゆめ係長
　　　　　　村上　　聡
たかたのゆめ係
　主任主事　熊谷　　剛
　主　　事　梶原　　明
　　　　　　（任期付）
農政係
　係　　長　大和田　智広
　副  主  幹　小野寺　健
　　　　　　（一関市から派遣）
　主　　査　野嵜　一雄
　　　　　　（神奈川県から派遣）
　主　　査　鈴木　真実
　　　　　　（一関市から派遣）
　主　　任　冨松　大地
　　　　　　（花巻市から派遣）
　主任技師　及川　麻美
　主　　事　片山　俊介
　　　　　　（盛岡市から派遣）
　主　　事　鎌田　李奈

農 林 課

林政係
　副主幹兼林政係長
　　　　　　菅原　正弘
　副  主  幹　佐野　智一
　　　　（東北森林管理局から出向）
　副  主  幹　菅野　光二
　主　　任　阿部　和也
　　　　　　（県から派遣）
　主　　事　森　菜々子（任期付）
　主　　事　岸　和也【新採用】

４号棟１階
水道事業所
所長　　　　熊谷　完士
所長補佐兼工務給水係長
　　　　　　及川　　浩
工務給水係
　副  主  幹　西浦　弘揮
　　　　　（和歌山市から派遣）
　主　　査　小島　淑寿
　　　　　　（一関市から派遣）
　主任技師　石川　文男
　　　　　　（奥州市から派遣）
　主任技師　深尾　剛司
　　　　　　（名古屋市から派遣）
　技　　師　髙橋　忠彦
　　　　　　（任期付）
業務係
　係　　長　大和田　昌利
　主　　査　佐々木　武晴
　主　　任　金野　隆博
　主　　任　吉田　保永
　主　　事　佐藤　広樹

農業委員会
局　　長　伊藤　真基
局長補佐　黄川田　芳昭
主　　査　藤原　忠善
　　　　　（神奈川県から派遣）
主　　事　菅野　圭裕

課長兼幹線道路対策室長
　　　　　　菅野　　誠
課長補佐兼管理係長兼幹線道路
対策室長補佐
　　　　　　村上　　充
管理係
　主　　事　住吉　国男（任期付）
　主　　事　菅野　　傑（任期付）
道路河川係
　係　　長　伊藤　　肇
　主　　査　山内　　純
　　　　　　（京都市から派遣）
　主　　査　齋藤　邦彦
　　　　　　（神奈川県から派遣）
　主任技師　小出　涼介
　　　　　　（名古屋市から派遣）
　技　　師　鳥居　寿人
　　　　　　（県から派遣）
　主　　事　徳本　泰久
　　　　　　（県から派遣）
　主　　事　中村　　宏
　　　　　　（県から派遣）
　主　　事　新田　武広
　　　　　　（復興庁から派遣）
　主　　事　大友　浩人
　　　　　　（県から派遣）
　技  師  補　熊谷　祐輝【新採用】

建 設 課
課長兼被災者支援室長
　　　　　　村上　弘人
課長補佐兼事業推進係長
　　　　　　石川　　浩
課長補佐兼計画係長兼被災者
支援室長補佐
　　　　　　佐々木　学
事業推進係
　主　　査　寺井　秀樹
　　　　　　（神奈川県から派遣）
　主　　事　小松　公輔
計画係
　主　　事　生内　浩司
　　　　　　（県から派遣）
土地利用係
　係　　長　石川　祐也
　主　　査　西城　　崇
　　　　　　（神奈川県から派遣）
　主　　事　佐久間　修
　　　　　　（任期付）

復興推進課

住宅推進係
　係　　長　畠山　幸也
　技　　師　水野　竜一
　技　　師　及川　拓真
　　　　　　（県から派遣）

被災者支援室
主　　査　吉田　幸喜
主　　任　寺西　達生
　　　　　（県から派遣）
主　　事　菅原　雅江
　　　　　（任期付）
主　　事　花田　咲香
　　　　　（盛岡市から派遣）

消防防災センター
防災局長兼防災課長兼消防防災
センター所長　　　堺　　伸也
防災対策監兼課長補佐
　　　　　　　　　中村　吉雄

防 災 課 副  主  幹　佐々木　清敏
主任主事　山川　雅也（名古屋市から派遣）
主　　事　小野寺　伸幸（任期付）
主　　事　小澤　　巧

消防長　　　　　　平　　立身
消防司令兼消防次長
兼消防署長　　　　村上　信幸
消防司令兼警防係長
兼消防署副署長　　戸羽　　進

消 防 本 部
消防司令補兼予防係長　　　岡田　雅彦
消防司令補兼通信指令係長　及川　貴美人
消防司令補兼管理係長　　　丹野　賢
消防副士長　　　　　　　　菅野　裕樹（県防災航空隊へ派遣）

消 防 署
管理係
消防司令補兼係長　黄川田　英児
消防司令補兼主任　長尾　英樹
消防司令補兼主任　村上　桂一
　　　　消防士長　後藤　道治
　　　　消防士長　松坂　　享
　　　消防副士長　芳野　亮人
　　　　　消防士　佐藤　宏樹
　　　　　消防士　金野　晴樹
　　　　　消防士　新沼　　心

警防係
消防司令補兼係長　小松　　勲
消防司令補兼主任　佐藤　浩樹
消防司令補兼主任　岡渕　健悟
　　　　消防士長　伊藤　章尋
　　　　消防士長　村上　祐二
　　　　消防士長　権藤　　雄
　　　　消防士長　金野　剛憲
　　　　　消防士　志田　泰晟
　　　　　消防士　鈴木　宏斗

予防係
消防司令補兼係長　佐々木　秀樹
消防司令補兼主任　熊谷　欽也
消防司令補兼主任　戸羽　一将
　　　　消防士長　佐藤　浩二
　　　　消防士長　菅野　　伸
　　　消防副士長　新沼　宜徳
　　　消防副士長　遠藤　　翼
　　　消防副士長　臺　　和敬
　　　消防副士長　菅野　祥之
　　　　　消防士　荻原　拓也

【色字＝異動者（昇任含む）・新採用】

嘱託職員
▶総務課…嘱託員＝三浦三枝子、熊谷絵梨奈、菅

原美沙
▶税務課…徴収嘱託員＝新沼敦、収納嘱託員＝石

川織枝、嘱託員＝佐々木幸枝
▶保健課…健康相談員＝松野京子、畠山ちえみ、

介護予防指導員＝菊池朝子、介護予防指導補助
員＝菅野麻美、介護支援専門員＝鈴木早矢香、
浦嶋愛美、生活支援コーディネーター＝金野康子

▶広田診療所…嘱託看護師＝加藤和枝、新沼千尋
▶二又診療所…嘱託看護師＝荒澤裕子
▶地域福祉課…監査指導専門員＝松坂和彦、障害

支援区分認定調査員＝村上香奈、コミュニケ―
ション支援員＝菅野愛海

▶子ども子育て課…児童発達支援管理責任者＝前
田貴子、児童発達支援指導員＝小泉宏美、村上
尚子、ひとり親支援員＝中山彩、子育て相談員
＝菅原実黄子、鈴木栞、家庭婦人相談員＝大沢
田ひろ子、専任少年補導委員＝伊東睦男

▶市民課…レセプト点検員＝丸岡歩、佐藤未来、
要介護認定調査員＝角掛浩子、菅野行江、山田
邦子

▶生涯学習課…社会教育指導員＝佐々木亜紀、高
澤厘子、冨田節子、文化財専門員＝村上紀子、水
野里恵、発掘調査員＝村上奈穂子、鈴木めぐみ

▶博物館…館長＝大久保裕明、学芸員＝荒木優、
資料管理員＝砂田亨、熊谷秀子、紺野光、佐藤
通修、荒木美智代

▶図書館…嘱託員＝熊谷瑠理、松本麻以、齊藤彩
佳

▶学校教育課…学校教育相談員＝吉家秀明、適応
支援員＝菅野みゆき、図書教育指導員＝村中聖
樹、特別支援教育指導補助員＝鈴木恵子、佐藤
健一、及田富美子、遠藤勝枝、戸羽純子、志賀
一弘、佐藤孝子、滝田恵美、菅野美枝、荒木恵
子、村上明美、村上彬奈、千葉翔子、菅野有沙、
佐藤江里香、吉田由佳、伊藤倖汰
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市役所からのHOT LINE

「夢アリーナたかた」４月₁0日に開館

■総合交流センター使用料　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円／時間）

区分（入場料なしの場合） 貸し切り使用 区分使用（施設の一部）
₉～1₂時 1₂～1₇時 1₇～₂1時 ₉～1₂時 1₂～1₇時 1₇～₂1時

多目的ホール
ｱﾏﾁｭｱ
ｽポｰﾂ等

小中高生 330 ₅00 ₈30 110 1₇0 ₂₈0
一般 ₆₆0 ₉₉0 1︐₆₅0 ₂₂0 330 ₅₅0

その他 1︐3₂0 1︐₉₈0 3︐300 ₄₄0 ₆₆0 1︐100

アリーナ
ｱﾏﾁｭｱ
ｽポｰﾂ等

小中高生 ₂₂0 330 ₈30 ₇0 110 1₈0
一般 ₄₄0 ₆₆0 1︐100 1₄0 ₂₂0 3₆0

その他 ₈₈0 1︐3₂0 ₂︐₂00 ₂₈0 ₄₄0 ₇₂0

柔道場 小中高生 110 1₇0 ₂₂0
一般 ₂₂0 330 ₄₄0

剣道場 小中高生 110 1₇0 ₂₂0
一般 ₂₂0 330 ₄₄0

フィットネスルーム 小中高生 ₂00 ₂00 ₂₅0
一般 ₄00 ₄00 ₅00

交流室 300 300 ₄00
ミーティングルーム 1₅0 1₅0 1₈0

ステージのみ ₂₂0 330 ₄₄0
トレーニングルーム

（１回当たり）
小中高生 110

一般 ₂₂0
多目的広場

（１日あたり）
広場１ 3︐₆00
広場２ 1₆︐₅00

※入場料を設定する場合や営利目的で使用する場合には、
　使用料が変わります。詳しくはお問い合わせください。
※加算使用料（休日等使用、照明灯料、冷暖房料・電気
　料、設備器具使用料）が別途生じる場合もあります。

■Ｂ＆Ｇ海洋センター使用料　　　　　　　（単位：円）

区分 幼児
（３歳以上） 小学生 中学生

高校生 一般

普通使用
（１人１回につき） 100 ₂00 300 ₅00

回数使用
（1₂回につき） 1︐000 ₂︐000 3︐000 ₅︐000

団体使用
（１人１回につき） ₇0 1₄0 ₂10 3₅0

※団体＝₂0人以上が同一の引率者に引率された者

◆住所…陸前高田市高田町字太田５番地
◆敷地面積…約 45,653㎡、延床面積…10,591㎡

■総合交流センター平面図・内観写真

❶多目的ホール ❷Ｂ＆Ｇ海洋センター・プール

❸交流室 ❹ラウンジ ❺アリーナ

❻トレーニングルーム ❼柔道場・剣道場

❶

❷

❸

❹
❺

❻

❼

■位置図

　

４
月
10
日
の
市
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
伴
い
、

施
設
の
使
用
料
や
位
置
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

同
日
午
前
９
時
か
ら
は
開
館
記
念
式
典
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
５
月
中
に
利
用
開

始
予
定
で
す
）。

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
…
市
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
０

１
９
２
（
２
２
）
８
４
４
８

陸前高田市総合交流センター・陸前高田市Ｂ＆Ｇ海洋センター
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気
仙
中
学
校
の
閉
校
式
と
思
い

出
を
語
る
会
は
３
月
21
日
、

矢
作
町
の
同
校
で
行
わ
れ
、
地
域
と

共
に
過
ご
し
た
気
仙
中
71
年
の
歴
史

に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
に
は
、
全
校
生
徒
の
ほ
か
、

卒
業
生
や
学
校
関
係
者
ら
約
１
８
０

人
が
出
席
。
戸
羽
太
市
長
は
「
こ
れ

ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
歴
史
と

伝
統
は
末
永
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

伝
統
あ
る
気
仙
中
で
学
ん
だ
こ
と
に

誇
り
を
持
ち
、
次
の
世
代
を
担
う
若

者
と
し
て
さ
ら
に
精
進
を
重
ね
て
ほ

し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

「
別
れ
の
言
葉
」
で
は
、
生
徒
会
長

の
宮み

や
ぎ城
彩さ

つ
き月
さ
ん（
２
年
）が
、
震
災

遺
構
と
し
て
残
さ
れ
る
憧
れ
の
白
亜

の
旧
校
舎
へ
の
思
い
を
語
り
な
が
ら
、

「
矢
作
町
は
私
た
ち
の
大
切
な
古
里
。

た
く
さ
ん
の
方
々
に
見
守
ら
れ
、
こ

の
校
舎
で
楽
し
く
過
ご
し
た
７
年
の

学
校
生
活
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

気
仙
中
71
年
の
歴
史
と
伝
統
を
胸
に

刻
み
、
新
た
な
扉
を
開
い
て
い
く
」

と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　

校
旗
返
納
で
は
、
生
徒
代
表
の
千ち

葉ば

大だ
い
き輝
君（
３
年
）か
ら
熊
谷
佳
美
校

長
へ
、
熊
谷
校
長
か
ら
金
賢
治
教
育

長
へ
校
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
は
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
気
仙

中
は
そ
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

気仙中学校・第一中学校
それぞれの伝統を胸に　新しい一歩

　平成30年４月から「高田第一中学校」として統合し、新たなスタートを切った気仙中学校と第一中学校。
それぞれの学校で閉校式が行われ、卒業生や生徒一人一人がこれまでの思い出や伝統を胸に、母校への
別れを告げました。

第
一
中
学
校
の
閉
校
式
は
３

月
19
日
、
同
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
に
は
、
全
校
生
徒
や
教

職
員
、
学
校
関
係
者
な
ど
約
３
０

０
人
が
出
席
。
金
賢
治
教
育
長
は

告
辞
で
「
皆
さ
ん
に
は
、
夢
を
抱

き
、
未
来
を
見
つ
め
て
ほ
し
い
。

第
一
中
の
校
風
や
伝
統
を
心
に
宿

し
つ
つ
、
４
月
か
ら
開
校
す
る
高

田
第
一
中
学
校
の
新
し
い
校
風
を

多
く
の
仲
間
と
心
を
合
わ
せ
な
が

ら
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
小
野
寺
哲
男
校
長

は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
生
徒
た
ち

が
「
恩
送
り
」
と
い
う
考
え
の
も

と
で
活
動
し
て
き
た
こ
と
に
触
れ
、

「
自
分
た
ち
の
活
動
を
応
援
し
て

く
れ
る
多
く
の
人
に
心
か
ら
感
謝

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
や
り
が

い
と
充
実
感
を
持
ち
取
り
組
ん
で

き
た
。
新
た
な
高
田
第
一
中
学
校

で
も
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
と

し
て
歩
み
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
の
６
人
が
こ
れ
ま
で

の
出
来
事
や
思
い
出
を
語
り
、「
閉

校
は
終
わ
り
で
は
な
い
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
」
と
力
強
く
話
し
、
全

校
生
徒
で
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
を

合
唱
。
校
旗
返
納
が
行
わ
れ
、
校

歌
斉
唱
で
閉
校
式
が
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
に
第
一
中
と
気

仙
中
、
先
行
統
合
し
た
横
田
中
の

計
３
校
が
統
合
し
、
西
側
地
区
の

新
設
校
「
高
田
第
一
中
」
と
し
て

新
た
な
歴
史
の
幕
を
上
げ
ま
す
。

気仙中学校閉校式

第一中学校閉校式

地域と共に過ごした71年
　たくさんの感謝を胸に、母校に別れ

●校　長　熊谷佳美
●生徒数　₅0人
●卒業生　₅︐₄₈₄人

●創立　昭和₂₂年
●校訓「賢く　優しく
　　　　逞しく」

気仙中学校は、東日本大震災津波により校舎が全壊したため、
平成₂3年４月から旧矢作中校舎を利用してきました

閉校式の最後には出席者全員で
校歌を斉唱しました

気仙中の校旗が生徒代表の千葉大輝
君、熊谷校長から返納されました

式後に行われた「思い出を語る会」で伝統の
気仙町けんか七夕太鼓を披露する生徒たち

●校　長　小野寺哲男
●生徒数　₂₄₆人
●卒業生　₈︐013人

●創立　昭和₄0年
●校訓「明朗　自主
　　　　創造」

閉校式の最後には全校生徒で校歌を斉唱

幕を閉じる53年の校史
　伝統と震災を忘れず、新たなスタート

高田第一中学校
＜校章デザイン＞

・新学区（矢作町、横田町、竹駒町、気仙町、
高田町）の５区を五角形の星形をベース
に構成して伝統と永続性を表現

・高田第一中学校の「一」を、５地区を流
れる悠久気仙川に見立て、輪（和）にし
て、地域の友愛と絆の象徴

・中学校の「中」を市の象徴カモメに見立て、
希望の大空へ羽ばたく躍進をイメージ

平成1₈年から利用されている第一中学校の校舎

６人の代表生徒がこれまでの行事の思い出
や伝統、震災後の歩みなどを発表しました

小野寺校長に校旗を手渡
した生徒会長の村上慶君
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保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

₄3₄

健康だより 市民のひろば

（
２
月
2₆
日
・
３
歳
６
カ
月
児
健
診
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
）

む
し
ば
の
な
い
子
あ
つ
ま
れ
！

む
し
ば
の
な
い
子
あ
つ
ま
れ
！

佐
さ さ き
々木菜

なつみ
摘 ちゃん

（竹駒町）
新
にいぬま
沼花

か ほ
笑 ちゃん

（竹駒町）
山
やまもと
本　暦

こよみ
 くん

（竹駒町）

野
の ろ
呂榛

はる と
人 くん

（高田町）
藤
ふじわら
原　晴

はる
 ちゃん

（気仙町）
千
ち ば
葉結

ゆ づ き
鶴綺 ちゃん

（気仙町）
佐
さ さ き
々木芽

め い
結 ちゃん

（高田町）

村
むらかみ
上瑛

えい と
昊 くん

（小友町）
熊
くまがい
谷藍

あい こ
子 ちゃん

（広田町）
吉
よしだ
田ももか ちゃん

（小友町）

　おかげさまで陸前高田民泊修学旅行の受け入れが
３年目を迎えました。今年は６校、延べ 1︐600 人の
中高生が陸前高田を訪れます。市内の受け入れ家庭
の数も 200 軒を超え、県内外問わず、陸前高田民泊
への関心が高まってきました。
　生徒自身が地域に直接入ることができる民泊体験
は、生徒の自主性を育みます。生徒さんからは「星
空を見ることが楽しみ！」 「一緒にご飯を食べてみ
たい！」 「花火をやってみたい！」などの声が。民
泊をしている生徒を見かけたら、地域で温かく迎え
入れてあげてください。
　民泊の受け入れは気軽に１回からでも大丈夫です。
ライフスタイルに民泊を取り入れてみませんか？
◆問い合わせ先…マルゴト陸前高田☎0192⎝22⎠7410
または市役所商工観光課観光交流係（内線386）

民泊修学旅行シーズン始まります！
　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
第
１

位
で
「
３
人
に
１
人
が
﹃
が
ん
﹄

で
死
亡
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
陸
前
高
田
市
で
の
死
因

第
一
位
も
﹃
が
ん
﹄
で
す
。
男
女

別
で
は
、
男
性
は
肺
が
ん
、
胃
が

ん
、
大
腸
が
ん
の
順
で
亡
く
な
る

人
が
多
く
、
女
性
は
胃
が
ん
、
肺

が
ん
、
大
腸
が
ん
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

　
「
が
ん
」に
な
る
原
因
と
し
て
、

喫
煙
や
飲
酒
、
肥
満
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
感
染
な
ど
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
半
数
以
上
の
人

に
つ
い
て
は
原
因
が
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
定
期
的
に

が
ん
検
診
を
受
診
し
、
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
が
ん
検
診
の
種
類

　

市
は
、
次
の
と
お
り
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
₄0
歳
以
上
対
象
】

❶
胃
が
ん
検
診
…
胃
部
Ｘ
線
撮
影

❷
肺
が
ん
検
診
…
胸
部
Ｘ
線
撮
影

❸
大
腸
が
ん
検
診
…
便
潜
血
検
査

【
女
性
の
み
対
象
】

❹
乳
が
ん
検
診（
40
歳
以
上
）…
乳

房
Ｘ
線
撮
影

❺
子
宮
頸
が
ん
検
診（
20
歳
以
上
）

…
子
宮
頚
部
細
胞
診

【
男
性
の
み
対
象
】

❻
前
立
腺
が
ん
検
診（
50
歳
以
上
）

…
血
液
検
査

※
❶
～
❸
、
❻
は
毎
年
、
❹
❺
は

２
年
に
１
回
実
施

●
が
ん
検
診
の
申
し
込
み

 

市
は
、
４
月
中
旬
に
対
象
と
な

る
人
へ
「
各
種
検
診
申
込
書
」
を

送
付
し
ま
す
。
が
ん
検
診
の
受
診

を
希
望
す
る
人
は
、
所
定
の
欄
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
健
課
ま

で
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
保
健

課
保
健
係（
内
線
２
４
１
）

が
ん
検
診
に
つ
い
て

高
齢
者
が
気
軽
に
交
流
で
き
る

場
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
！

「
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
運
営

　
　
　
　
事
業
補
助
金
」
っ
て
？

　

地
域
に
高
齢
者
の
居
場
所
を
つ

く
り
、
積
極
的
に
交
流
を
図
る
こ

と
は
、
自
分
自
身
の
介
護
予
防
や

皆
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

市
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、

身
近
な
場
所
で
気
軽
に
集
ま
り
活

動
す
る
「
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
」

に
対
し
、
運
営
に
必
要
な
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者
…
高
齢
者
交
流
サ

ロ
ン
の
運
営
に
取
り
組
む
団
体
や

個
人
（
サ
ロ
ン
の
参
加
者
は
、
市

内
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上
の
人

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
他
の
補
助
金
な
ど
を
受
け
て
い

る
活
動
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
開
催
場
所
…
各
地
区
の
公
民
館

や
個
人
の
家
な
ど
「
高
齢
者
が
集

ま
り
や
す
く
、
継
続
し
た
開
催
が

で
き
る
場
所
」

◆
補
助
要
件
…
❶
開
催
頻
度
が
月

１
回
以
上
❷
開
催
時
間
が
１
回
あ

た
り
２
時
間
以
上
❸
代
表
者
を
定

め
る
こ
と

◆
活
動
内
容
…
特
に
定
め
な
し

※
例
と
し
て
、
学
習
会
や
運
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
農
園
作
業
、

調
理
・
会
食
、
お
茶
の
み
な
ど

◆
助
成
金
額

❶
運
営
費
…
１
回
の
開
催
に
つ
き

千
円
（
月
２
回
ま
で
が
上
限
）

❷
会
場
貸
借
料
…
１
月
当
た
り
上

限
５
千
円

◆
申
請
方
法
…
運
営
方
法
や
活
動

内
容
を
記
入
の
上
、
各
種
様
式
を

提
出

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
保
健
課
包
括
支
援
係
・
内
線

２
４
８
）

■本年度の修学旅行生の受け入れ予定
学校名 日程 人数

浦賀中学校（神奈川県） ５月1₅日㈫～1₇日㈭ 30₈人
三山中学校（千葉県） ５月31日㈭～６月1日㈮  ₉3人
明星学園・中学校（東京都） ７月３日㈫～５日㈭ 10₅人
厚木清南高校（神奈川県） ９月₂₈日㈮～₂₉日㈯  ₄₄人
新栄高校（神奈川県） 10月1₆日㈫～1₈日㈭ 3₆0人
川崎高校（神奈川県） 10月₂₄日㈬～₂₆日㈮  30人

健康だより
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図書館情報  ☎0192（54）3227Library
　図書館では、ゴールデンウィーク期間中（４月28日㈯～30日㈪、５月２日㈬～６日㈰）は連日開館し、
どなたでも楽しめるさまざまなイベントを開催します。

「こどもの読書週間」関連行事
　４月23日から５月12日までの「こどもの読書週間」に合わせた、読書の楽しい世界が広がるような関
連行事を開催します。子どもから大人までどなたでも無料で自由に参加できます。
１　「としょかんスペシャルおはなし会」
　読み聞かせを通して物語の世界をじっくりと楽しむ時間と、
在札幌米国総領事館ハービー・ビーズリー領事による英語での
読み聞かせの時間の２部構成です。
◆日時…４月29日㈰、午後１時半～２時半
◆場所…アバッセたかた・パブリックスペース

２　「本と映像で宇宙を知ろう！」
　ＪＡＸＡ（宇宙航空開発研究機構）のロケットの打ち上げや
宇宙の映像を上映します。また、図書館では宇宙についての
本を特集展示します。
◆日時…４月30日㈪、❶午前10時半～正午❷午後１時半～３時
　　　※６種類の映像をそれぞれ１回ずつ上映します。
◆場所…アバッセたかた・パブリックスペース
◆定員…先着50人

昨年７月20日の新図書館開館日に開
催した、在札幌米国総領事館首席領
事による英語のおはなし会の様子　

こどもの日スペシャル行事

「としょかんわくわくおはなし会」　
　大型絵本やパネルシアターなどを使う特別なおはなし会です。
年齢にかかわらず、どなたでも参加できます。
◆日時…５月５日㈯、午後２時～３時
◆場所…アバッセたかた・パブリックスペース

ー平成２９年度教育功労者ー

　市教育委員会は、子育て中の人の社会参加を支援するため、託児ボランティアを募集しています。子どもが好
きな人であれば、資格や性別に関わらず誰でも申し込めます。
　登録をしていただいた人には、託児ボランティアが必要な場合に生涯学習課から協力依頼の連絡をします。都
合の良い日程で、協力できる場合の参加で大丈夫です。多くの皆さんの応募をお待ちしています。
◆内容…生涯学習課の事業（乳幼児学級や講演会など）に保護者

が参加している間、子どもを別室でお世話
※初めての人向けのボランティア講習会も実施する予定です。
❶乳幼児学級（０～３歳位までの子どもの保護者が学ぶ学級）
　依頼回数…年に５回程度
　依頼時間…平日午前中の１時間半程度
❷生涯学習課主催の講演会など
　時期や依頼時間は未定（託児時間は１時間半程度）
◆申込期限…４月27日㈮
◆申し込み・問い合わせ先…市教育委員会生涯学習課生涯学習係

（内線255）

託児ボランティアを募集します

　市教育委員会は、市内の小学生を対象に学習や体験ができる活
動や地域交流などの機会をつくり、子どもたちの豊かな成長を支
援する「たかた子どもキャンパス」のサポーターを募集していま
す。
「自分の住んでいる地域で活動したい」「年に数回時間が空いて
いるときだけ活動したい」「日中の１～３時間だけ活動したい」
という人など、興味のある人は「たかた子どもキャンパス」のサ
ポーターとして、一緒に活動しませんか。
◆内容…活動中の子どもたちの見守りや会場準備など
◆申し込み・問い合わせ先…市教育委員会生涯学習課生涯学習係

（内線254）

託児ボランティアの様子

生涯学習情報生涯学習情報
　２月10日に行われた生涯学習のつどいで、長年にわたり
市の教育や学術、文化の向上に貢献した人を表彰しました。

◆社会体育功労　板
いたばやし

林　実
みのる

さん
　昭和55年から野球審判員として、各種大会の運営
や後任審判員の養成に尽力されました。

◆社会教育功労　上
う わ べ

部　修
しゅういち

一さん
　平成17年４月から29年３月まで竹駒公民館長と
して、地域の社会教育の振興に貢献されました。

◆社会体育功労　近
お う み

江　雅
ま さ き

喜さん
　ソフトテニス競技の監督や選手として、国民体
育大会に14回出場するなど、ソフトテニス競技の
技術向上と普及に尽力されました。

◆社会体育功労　小
お や ま

山　公
こ う き

喜さん
　昭和61年から平成29年まで市サッカー協会会長、
平成元年から23年までは市ラグビー協会会長として、
地域のスポーツ振興に貢献されました。

たかた子どもキャンパスのサポーターを募集します

たかた子どもキャンパスの様子

生涯学習情報

２月の「図書館手芸講座」の様子
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地域の話題

卒業生一人一人が中学校生活の思い出を語りました

　陸前高田グローバルキャンパス（旧米崎中学校）
を拠点に本年度行われた様々な活動の成果を発表す
るシンポジウムが３月３日・４日の両日、グローバ
ルキャンパスで行われました。
　ジャムセッション「陸前高田そして気仙の未来を
語る」では、気仙地区の中高生や移住者の若者ら約
50人が参加。交流施設の整備や公共交通の充実、地
域情報の有効な伝達手段など、地域の課題に対して
今取り組めることを議論、提案し合いました。

陸前高田グローバルキャンパスシンポジウム

故郷の未来中高生の視点で議論

ジャムセッションで地域の課題について話し合う参加者ら

介護予防サポーターなどがオープニングダンス「長生きサンバ」
を披露しました

結果発表を待つ７人のファイナリスト

　市のビジネスプランコンテスト「みんなの夢ＡＷ
ＡＲＤ in 陸前高田」は３月 １７ 日、コミュニティホー
ルで開かれ、雇用や交流人口の拡大に向けた起業の
夢を市内外の７人が熱く語りました。
　発表内容は、地元農林水産物を生かした商品販売、
スポーツを通じた観光産業の創出などさまざま。グ
ランプリには、リハビリテーションを軸とした健康
づくりと所得増大について語ったロッツ㈱代表の富
山泰庸さんが輝きました。

みんなの夢AWARDin陸前高田

市内に活気を起業の夢プレゼン

　介護予防教室ふりかえり交流会は３月16日、コミ
ュニティホールで行われ、介護予防教室の参加者な
ど約250人が参加しました。
　交流会は今年で３回目の開催。自主的な健康づく
りに取り組んだ２団体への表彰や介護予防サポータ
ーによるレクリエーション、各教室のふりかえり報
告や発表が行われ、交流会の最後には「気の合う仲
間をつくりましょう」など７カ条からなる健康長寿
の心得を唱和し、健康への意欲を高めました。

介護予防教室ふりかえり交流会

健康寿命伸ばすため楽しく活動

　市内小中学校の卒業式は３月13、 14、 16、 17、 20
日にそれぞれ行われました。
　気仙中学校（熊谷佳美校長、生徒50人）では３月13
日、気仙中として最後の卒業式が行われ、保護者や
先生、在校生らに見守られ卒業証書を受け取った卒
業生18人は気仙中の伝統と誇りを胸に、新たな夢や
目標に向かって学びやを巣立ちました。
　今年の市内小中学校の卒業生は小学校が８校１38
人、中学生が３校１69人でした。

市内小中学校で卒業式

新しい一歩を踏み出した307人

　三陸伝統芸能フェスティバル（幸せ出ずる国いわ
て実行委員会主催）は３月18日、コミュニティホー
ルとアバッセたかたで行われ、県内各地の伝統芸能
の華麗な舞や演奏が披露されました。
　コミュニティホール会場には、盛岡さんさ踊りや
二子鬼剣舞など県内４団体と金成百姓踊りや赤磯
太鼓などの市内４団体が出演。約300人の来場者は、
地域の文化を伝える踊りや力強い太鼓の響きに酔い
しれました。

三陸伝統芸能フェスティバル2018

地域の魅力あふれる音や踊り

アバッセたかたで披露されたミスさんさによる盛岡さんさ踊り

ミニゲーム形式で大学生とプレーする子どもたち

　東京六大学バスケットボールリーグ戦は３月16日
から18日まで、市総合交流センターで開かれました。
　このイベントは、同センターの開館プレイベント
として実現。明治、早稲田、慶応、立教、法政、東
京の各大学が総当たり戦で真剣勝負を繰り広げ、集
まった観客は大学生のハイレベルなプレーに魅了さ
れました。また、試合の合間には気仙地域の小中学
生との交流会や車いすバスケの体験会が開かれ、参
加者は大学生との交流を楽しみました。

東京六大学バスケットボールリーグ戦

ハイレベルなプレー間近に観戦
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※届け出人が希望した人のみ掲載

慶  弔（２月₁₆日～３月₁₅日届け出分）

（₆₅₅）

（１）

民
　
譚

　

大
船
渡
吉
浜
の
奥
地
、
五
葉
山

の
ふ
も
と
に
大
窪く
ぼ

山
が
あ
り
ま
す
。

今
は
放
牧
地
と
し
て
広
々
と
し
た

草
地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ

て
は
自
然
林
の
茂
る
大
密
林
で
し

た
。
こ
の
山
を
よ
く
知
る
人
は
、

神
の
住
む
精
霊
の
山
と
し
、
吉
浜

に
伝
わ
る「
精
霊
ス
ネ
カ
タ
ク
リ
」

も
こ
の
山
に
住
む
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
山
は
釜

石
・
大
船
渡
・
三
陸
の
境
と
も
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

唐
丹
村
と
日
頃
市
村
が
大
変
仲

の
悪
か
っ
た
と
き
、
日
に
日
に
両

村
の
出
入
り
が
悪
く
な
り
、
日
常

の
交
際
は
も
ち
ろ
ん
、
嫁
の
行
き

来
も
で
き
な
い
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

　

そ
の
頃
、
こ
の
２
つ
の
村
の
若

者
と
娘
が
恋
仲
と
な
り
、
人
目
を

忍
ん
で
逢
瀬
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

人
に
知
ら
れ
た
ら
村
の
お
き
て
を

破
る
こ
と
に
も
な
り
、
大
変
な
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
２
人

で
心
配
を
し
て
い
ま
し
た
。
い
ず

れ
村
人
た
ち
に
知
ら
れ
る
こ
と
を

恐
れ
な
が
ら
も
、
月
日
は
次
々
に

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
日
頃
市
と

唐
丹
か
ら
で
は
、
は
る
か
に
遠
い

道
の
り
で
し
た
が
、
夜
遅
く
な
っ

て
か
ら
夜
道
を
通
う
２
人
は
い
っ

そ
う
深
い
仲
に
な
り
、
深
く
結
ば

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

春
も
過
ぎ
て
夏
も
終
わ
ろ
う
と

す
る
こ
ろ
、
２
人
の
こ
と
が
次
第

に
村
中
に
知
れ
わ
た
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
２
人
の
会
う
所
は
、

大
窪
山
に
あ
る
沼
の
ほ
と
り
で
、

両
方
の
村
か
ら
登
る
中
間
に
も
な

っ
て
い
ま
し
た
。
若
者
は
、
会
う

度
に
新
し
い
わ
ら
じ
を
作
っ
て
き

て
は
娘
に
渡
し
て
、
こ
の
次
に
履

い
て
く
る
よ
う
に
と
、
心
配
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
娘
は
夜
道
の
難

を
避
け
る
た
め
、
髪
を
ほ
ど
い
て

振
り
乱
し
、
口
に
く
し
を
く
わ
え
、

山
道
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

や
が
て
山
も
秋
に
入
り
、
夜
も

冷
え
る
時
節
と
な
り
ま
し
た
。
あ

る
と
き
、
い
つ
も
の
逢
瀬
の
場
所

に
娘
の
姿
が
見
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
若
者
は
、
娘
が
き
っ

と
来
る
こ
と
を
信
じ
つ
つ
も
、
一

方
で
は
い
つ
も
と
違
い
不
安
な
予

感
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
は
雨
で
し
た
が
、
夕
方

か
ら
次
第
に
雨
足
が
強
く
な
り
、

と
う
と
う
娘
は
姿
を
あ
わ
わ
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
若
者
は
、
娘
の
面

影
を
追
い
な
が
ら
、
沼
の
ほ
と
り

の
一
本
の
楢
の
木
に
近
寄
り
、
護

身
用
の
腰
刀
を
抜
い
て
、
次
の
よ

う
な
文
字
を
刻
み
ま
し
た
。﹃
赤

坂
の
一
本
小
楢
が
物
言
う
な
ら
ば

語
り
お
き
た
や
枝
も
ろ
と
も
に
﹄

若
者
は
力
な
く
肩
を
落
と
す
と
、

着
て
い
た
み
の
を
脱
い
で
沼
の
中

の
深
い
所
に
身
を
投
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
そ
れ

か
ら
間
も
な
く
、
娘
が
姿
を
あ
ら

わ
し
ま
し
た
。
娘
が
目
に
し
た
も

の
は
、
な
ん
と
恋
し
い
人
の
み
の

が
、
ぽ
つ
ん
と
雨
に
た
た
か
れ
て

い
る
風
景
だ
け
で
し
た
。

　

事
の
成
り
行
き
の
一
切
を
知
っ

た
娘
も
、
や
が
て
若
者
の
後
を
追

っ
て
、
自
分
も
沼
に
身
を
投
げ
た

の
で
し
た
…
。
後
日
、
死
体
は
沼

の
底
深
く
に
沈
み
、
永
久
に
浮
か

ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
こ
の
沼
の
こ
と

を
「
会
わ
ず
沼
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。い
つ
も
は「
会

っ
て
」い
て
も
、
大
事
な
時
に「
会

う
」
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
２
人

の
若
者
を
思
い
や
る
村
人
ら
の
気

持
ち
の
表
れ
だ
と
い
い
ま
す
。

︱
若
者
が
歌
を
刻
ん
だ
樽
の
木
は
、

す
で
に
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

大
き
な
石
の
隙
間
に
は
、
２
人
の

若
者
に
供
え
た
と
思
わ
れ
る
小
銭

が
、
み
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

な
お
「
会
わ
ず
沼
」
と
の
名
称

は
今
で
は
訛
り
「
あ
び
沼
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
︱
。

※届け出人が希望した人のみ掲載

◆建物 0件（  1件）

◆林野など 1件（  1件）

◆出動件数 ₈₂件（1₆₈件）

◆搬送人員 ₈1人（1₆3人）

◆人身事故 1件（  1件）
◆物損事故 33件（ ₇₂件）
◆負  傷  者 1人（  1人）
◆死  亡  者 0人（  0人）
◆飲酒運転 1人（  1人）

男性 ₉︐₄₅3人（－  3人）
女性 10︐0₅₇人（－ ₂1人）

計 1₉︐₅10人（－ ₂₄人）
（ 出生  ４　死亡  ₂0 ） 

世帯数 ₇︐₆0₅世帯（－₂世帯）

◇おめでた（　）は保護者・字名

◎女の子

高田　　末
すえみね

峰　玲
れい

　　　 ⎝肇
はじめ

・西和野⎠

小友　　畠
はたけやま

山　奈
な な

々　　 ⎝司
つかさ

・中西⎠

佐
さ と う

藤　佑
ゆ ま

茉　　 ⎝佑
ゆ う き

樹・獺沢⎠

広田　　臼
う す い

井　志
し ほ

穂　　 ⎝恭
きょうへい

平・大久保⎠

◇お幸せに（　）は字名

高田　　伊
い と う

藤友
と も や

哉・菊
き く ち

池沙
さ や か

也加 ⎝裏田⎠

広田　　佐
さ と う

藤潤
じゅんぺい

平・川
かわむら

村真
ま ゆ

祐　 ⎝田端⎠

◇おくやみ（　）は年齢・字名

矢作　　小
お じ ま

島　宮
み や こ

子　　（79歳・元屋敷）

藤
ふじくら

倉　勇
ゆうすけ

祐　　（88歳・湯漬畑）

　　　　中
なかだいら

平　昌
しょうぞう

藏　　（86歳・中平）

横田　　千
ち ば

葉　幸
さ ち こ

子　　（87歳・銭洞）

気仙　　岡
おかもと

本　アイ子
こ

　（96歳・双六）

菅
か ん の

野　邦
く に こ

子　　（67歳・上長部）

及
おいかわ

川　恒
ひ さ こ

子　　（78歳・愛宕下）

菅
すがわら

原　満
みつる

　　　（79歳・川口）

高田　　伊
い と う

藤　ミツヨ　（92歳・東和野）

　　　　村
むらかみ

上　春
は る こ

子　　（82歳・洞の沢）

星
ほし

　アヤコ　　（95歳・東和野）

米崎　　小
お の

野　文
あ や お

男　　（84歳・脇の沢）

吉
よ し だ

田　ハルコ　（98歳・脇の沢）

黄
き か わ だ

川田　果
か ほ

歩　（６歳・高畑）

星
ほし

　研
け ん じ

二　　　（78歳・松峰）

小友　　上
う え の

野　キヨ　　（87歳・上の坊）

黄
き か わ だ

川田　敦
あ つ こ

子　（85歳・沢辺）

広田　　吉
よ し だ

田　孫
ま ご じ

治　　（93歳・長船崎）

佐
さ と う

藤　キヨ子
こ

　（94歳・長船崎）

畠
はたけやま

山　ヤス子
こ

　（83歳・平畑）

伊
い せ

勢　君
き み こ

子　　（80歳・後花貝）

ー
あ
わ
ず
沼 

ー

市内の交通事故（２月）
（　　）は１月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　　）は前月比　出生・死亡者数は２月分

市内の火災救急活動（２月）
（　　）は１月からの累計

数字で見る陸前高田市（平成30年２月２₈日現在）

金き
ん　

野の　

静　

一
・
文
責

斎　

藤　

多
美
子
・
挿
絵



INFORMATION

所
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
定
め

る
避
難
場
所
へ
の
安
全
な
避
難
路

を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
…
避
難
路
の
新
設
、

改
修
、
附
帯
設
備
の
設
置
に
係
る

工
事
な
ど

◆
補
助
金
額
…
対
象
経
費
の
３
分

の
２
の
額
で
、
上
限
２
０
０
万
円

※
補
助
対
象
経
費
が
10
万
円
未
満

の
工
事
は
対
象
外

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
役
所
防
災
課
（
内
線
６
０
３
）

　

県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会
で
は
、

歯
科
医
師
が
歯
に
関
す
る
悩
み
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
「
ヨ
イ
歯

デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談
」
を
行
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
…
４
月
18
日
㈬
、
午
前
10

時
～
午
後
７
時

※
相
談
の
回
答
は
、
当
日
の
午
後

７
時
以
降
に
な
り
ま
す

◆
相
談
電
話
番
号
…
☎
０
１
９

（
６
５
１
）
７
３
４
１

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
保
険
医
協

会
歯
科
部
会
☎
０
１
９（
６
５
１
）

７
３
４
１

❷
被
災
宅
地
復
旧
工
事
費
補
助
金

❸
被
災
住
宅
補
修
等
工
事
費
補
助

金
（
補
修
・
耐
震
改
修
・
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
、
県
産
材
改
修
）　

❹
被
災
住
宅
再
建
利
子
補
給
補
助

金
（
補
修
・
既
往
ロ
ー
ン
）

◆
申
請
期
限
…
32
年
度
末

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
被
災

者
支
援
室
（
内
線
４
３
７
）

　

県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
資
格
を
持
っ
て
い
な

が
ら
保
育
士
と
し
て
働
く
こ
と
に

不
安
が
あ
る
人
、
ブ
ラ
ン
ク
の
あ

る
人
な
ど
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
研
修
会
や
就
職
相
談

会
も
実
施
し
て
い
る
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９

（
６
３
７
）
４
５
４
４

　

市
は
、
避
難
路
整
備
事
業
を
実

施
す
る
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
、
指
定
避
難

　

こ
ど
も
図
書
館
ち
い
さ
い
お
う

ち
で
は
、
４
月
か
ら
開
館
日
時
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

◆
開
館
日
…
水
・
土
・
日
曜
日

◆
開
館
時
間
…
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
毎
月
第
３
土
曜
日
、
午
後

２
時
か
ら
は
「
お
は
な
し
会
」
を

開
催
し
ま
す
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
こ
ど
も
図
書

館
ち
い
さ
い
お
う
ち
☎
０
８
０

（
６
０
３
０
）１
２
８
２

　

市
は
、
防
災
会
議
を
開
催
し
、

「
陸
前
高
田
市
地
域
防
災
計
画
」

を
修
正
し
ま
し
た
。
主
な
修
正
点

は
❶
自
助
・
共
助
・
公
助
の
理
念

の
明
確
化
❷
災
害
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
新
た
な
対
策
の
推
進
で
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

図
書
館
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
避
難
指
示（
緊
急
）を
発
令
す
る

区
域
に
つ
い
て
】

○
津
波
警
報
・
大
津
波
警
報
…
東

日
本
大
震
災
の
津
波
浸
水
区
域

○
津
波
注
意
報
…
東
日
本
大
震
災

の
津
波
浸
水
区
域
（
高
田
・
今
泉

地
区
の
か
さ
上
げ
地
を
除
く
）

※
注
意
報
が
避
難
勧
告
か
ら
避
難

指
示（
緊
急
）へ
変
更

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
防
災

課
（
内
線
６
０
２
）

　

東
日
本
大
震
災
で
住
ん
で
い
た

住
宅
が
全
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
世
帯
が
市
内
に
住
宅
を
建
設
や

購
入
、
補
修
す
る
際
に
補
助
す
る

「
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業
費

補
助
金
」、「
生
活
再
建
住
宅
支
援

事
業
補
助
金
」
の
申
請
期
限
が
２

年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

【
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業
費

補
助
金
】

◆
内
容
…
複
数
世
帯
＝
２
０
０
万

円
、
単
数
世
帯
＝
１
５
０
万
円

※
住
宅
の
被
害
の
程
度
が
全
壊
ま

た
は
解
体
で
、
被
災
者
生
活
再

建
支
援
金
（
加
算
支
援
金
）
を

受
給
し
た
人
が
申
請
で
き
ま
す
。

【
生
活
再
建
住
宅
支
援
事
業
補
助
金
】

◆
内
容
…
❶
復
興
住
宅
新
築
等
支

援
事
業
補
助
金
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
住
宅
・
県
産
材
使
用
住
宅
）

ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
後
に
、
市
内

に
転
入
ま
た
は
事
業
所
を
開
設

◆
助
成
対
象
工
事
…
31
年
３
月
８

日
㈮
ま
で
に
完
了
予
定
の
も
の

※
助
成
決
定
後
に
、
工
事
に
着
手

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
助
成
額
…
❶
太
陽
光
＝
１
㌔
㍗

当
た
り
３
万
円
で
、
上
限
10
万
円

❷
ペ
レ
ッ
ト
・
薪
ス
ト
ー
ブ
＝
設

置
に
要
し
た
経
費
の
２
分
の
１
で

上
限
10
万
円
（
陸
前
高
田
地
域
商

品
券
で
助
成
し
ま
す
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
役
所
地
域
福
祉
課
生
活
安
全
係

（
内
線
２
０
７
）

　

次
の
と
お
り
献
血
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時
…
４
月
16
日
㈪
、
❶
午
前

９
時
半
～
正
午
❷
午
後
１
時
半
～

４
時

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
地
域

福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
内
線
２
０

２
）

◆
応
募
資
格
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

◆
募
集
科
…
住
宅
建
築
施
工
科

◆
定
員
…
12
人

◆
受
講
料
…
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）

◆
訓
練
期
間
…
６
月
１
日
㈮
～
11

月
28
日
㈬

◆
申
込
期
限
…
５
月
14
日
㈪
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
岩
手
・
遠
野
実
習
場
☎
０

１
９
８
（
６
３
）
１
４
１
１

　

市
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

導
入
を
促
進
す
る
た
め
、
電
灯
契

約
し
て
い
る
一
般
住
宅
や
事
業
所

へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
太

陽
電
池
の
最
大
出
力
の
合
計
が
10

㌔
㍗
未
満
の
も
の
）
や
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
、
薪
ス
ト
ー
ブ
（
二
次

燃
焼
機
能
が
あ
る
も
の
）
の
設
置

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者
…
市
税
の
滞
納
が
な
く
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

❶
市
内
の
住
宅
な
ど
に
新
た
に
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
設
置
❷
新
エ

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
（
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
人
に
は
無
料
で
貸
し
出
し

ま
す
）。

◆
ク
ラ
ス
・
日
時
…
🅐
＝
毎
週
日

曜
日
、
午
前
９
時
～
正
午
🅑
＝
毎

週
水
曜
日
、
午
前
９
時
～
正
午
🅒

初
心
者
向
け
＝
毎
週
金
曜
日
、
午

後
１
時
～
４
時
🅓
＝
毎
週
火
曜
日
、

午
後
６
時
半
～
９
時

◆
場
所
…
🅐
🅑
🅒
ク
ラ
ス
＝
竹
駒

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
🅓

＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
会
費
…
月
２
千
円

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
シ
ニ
ア
ネ
ッ

ト
リ
ア
ス
・
高
田
（
小
野
寺
）
☎

０
１
９
２
（
５
４
）
３
８
２
０

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岩
手
・
遠

野
実
習
場
で
は
、
６
月
入
所
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

申
請
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事

業
費
補
助
金
等

募
集
し
ま
す

動
物
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
め
る

春
祭
り
２
０
１
８

　

再
生
の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン
で
は
、

「
春
祭
り
２
０
１
８
～
春
だ
！
ス

ポ
ー
ツ
だ
！
自
然
と
触
れ
合
お
う

～
」を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
４
月
22
日
㈰
、
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◆
内
容
…
岩
手
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

か
ら
の「
ふ
れ
あ
い
ど
う
ぶ
つ
園
」

や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
楽
し
み
方
体
験

教
室
（
参
加
者
募
集
）、
菊
池
秀

樹
さ
ん
歌
謡
シ
ョ
ー
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
な
ど

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
…
再
生

の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン（
熊
谷
）☎
０

９
０（
４
８
８
０
）８
４
８
８

開
催
し
ま
す

■ふるさとタクシー助成事業の対象・交
付内容

対
象
者

矢作町（生出、二
又、雪沢）、横田町、
広田町に住んでい
る75歳以上の人
で、免許証を持っ
ていない人や免許
証返納者、右欄の
手帳所持者

左欄の地域以外
に住んでいる、
身体（１・２級）
療育（Ａ）
精神障害者保健
福祉（１級）
手帳所持者

交
付
枚
数

１月あたり
６枚

１月あたり
４枚

助
成
額

タクシー助成券１枚につき５００円
（申請のあった月から当該年度分を
まとめて交付、既に申請している人
は12カ月分）

※１回の乗車で使用できる枚数に制限は
ありません（30年度から変更）

一
緒
に
習
い
ま
せ
ん
か

パ
ソ
コ
ン
教
室

再
就
職
を
支
援
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岩
手

遠
野
実
習
場
６
月
入
所
生

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
促
進
事
業

太
陽
光
発
電
や
薪
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
設
置
に
助
成

愛
の
ア
ク
シ
ョ
ン

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
ど
も
図
書
館
ち
い
さ
い
お
う
ち

開
館
日
時
が
変
わ
り
ま
す

陸
前
高
田
市
地
域
防
災
計
画

見
直
し
を
行
い
ま
し
た

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

資
格
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

ふるさとタクシー助成事業
　市は、高齢者や重度の身体障がいなどで、移動が困難な
人に、タクシー料金の一部を助成します。
◆助成対象・内容…右の表のとおり
◆申請方法…❶29年度に申請した人は、自宅にタクシー助

成券を郵送❷30年度中に75歳となる対象の人には、申請
書とタクシー助成券を郵送❸免許証の返納などで新たに
対象となる人は、５月１日以降に市役所窓口で手続きが
できます（郵送での受け付けも可能です）。
◆タクシー助成券送付時期…30年５月（予定）
◆申し込み・問い合わせ先…市役所地域福祉課障がい福祉
係（内線２０４・２０５）

30年度も継続して実施します

市
避
難
路
整
備
事
業

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

歯
や
口
の
中
の
悩
み
な
ど

ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談
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広
報
り
く
ぜ
ん
た
か
た

　
開
館
を
間
近
に
控
え
た
陸

前
高
田
市
総
合
交
流
セ
ン

タ
ー「
夢
ア
リ
ー
ナ
た
か
た
」。

真
新
し
い
施
設
で
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
・
六
大
学
バ
ス
ケ
の

試
合
を
見
て
い
た
ら
、
無
性

に
体
を
動
か
し
た
く
な
り
ま

し
た
。
開
館
後
は
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
の
拠
点
と
な
る
こ
と

間
違
い
な
し
で
す
▼
「
広
報

り
く
ぜ
ん
た
か
た
」
は
４
月

か
ら
ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
の

担
当
に
変
わ
り
ま
す
。（
田
宮
）

新じゃがを食べよう！
　これから初夏にかけては新じゃがの季節です。皮が薄く、
みずみずしいので、皮をむかずにそのまま調理することで、
ジャガイモのうま味をしっかり感じられます。ビタミンＣや
カリウムが豊富で、特にビタミンＣはじゃがいものでんぷん
の効果で、加熱しても壊れにくい性質を持っています。
　辛みの効いたタレがからんだおいしい一品です。とれたて
のジャガイモを使った料理で、季節を感じてみてください。

◆問い合わせ先…市役所保健課保健係⎝内線241⎠

（１個分）　エネルギー　238ｋｃａˡ
　　　　　食塩相当量　1．2㌘　

鶏肉とじゃがいもの
中華風炒め

材　料（４人分）
鶏もも肉･･･････････････200㌘
🅐酒････････････････小さじ１
　しょうゆ･･････････小さじ１
片栗粉･･････････････････適量
ジャガイモ･････････････320㌘
ピーマン････････････････３個
ねぎ････････････････････½本
にんにく･･････････････１かけ
しょうが･･････････････１かけ
赤なんばん･･････････････２本
油･･････････････････小さじ４
🅑酒････････････････小さじ２
　砂糖･･････････････大さじ１
　しょうゆ････････大さじ１⅔
　片栗粉････････････小さじ１
　水･･････････････････60㍉㍑

❶　鶏もも肉は食べやすい大き
さに切り、🅐を混ぜ、片栗粉
をまぶす。

❷　ジャガイモは大き目の乱切
りにしてゆでる（電子レンジ
で加熱も可）。ねぎは斜め切り、
ピーマンは乱切りにする。

❸　にんにく、しょうがは千切
り、なんばんは輪切りにする。

❹　フライパンに分量の半分の
油を熱して鶏もも肉を焼き、
火が通ったら取り出す。

❺　❹のフライパンに残りの油
を追加し、❸、ねぎ、ピーマ
ンを入れて炒め、ジャガイモ、
鶏もも肉を戻し入れる。

❻　混ぜておいた🅑の調味料を
加えて全体にとろみがつくま
で加熱し、火を止めて完成。

作り方

■
編　
集　
後　
記


